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アコヤガイ介殻構造の電子顕微鏡的観察

1. 稜柱層中の CalciteCrystalsの観察申1

円

μ
ヱ不 回 浩 下町

国立真珠研究所

はしがき

各種貝類の介殻や真珠の構造は以前より Rose (1858)， Rassbach (1912)， Schmidt (1921， 

1923)， Boggild (1830)， Haas (1831)， Wat日be(1954)等によって研究されてし、るが介鼓形成機

構につレては未だ不明であり，この基礎的研究止してアコヤガイ P，.nctada 百 adensii(D註nker)

の介設の結晶学的観察をおこなった。

本文に入るにあたって助言と本和の周密なる校訂を賜った三重県立大学水産学部渡部哲光講師並

びに援助と便宜を与えられた国立直珠研究所所長高山活夫氏に厚く感謝する。なお電子顕微鏡用試

料作成に協力して下さった日立中央研究所森戸望氏以下所員に感謝するO

材料及び方法

観察に用し、た材料は昭和 27年三重県英虞湾鵜万?市三合IJI附近の水面で、採苗し英虞湾多徳島漁場

で養殖した三年生アコヤガイの介殻で，昭和初年9月より同年 11月までの聞に採集した。なお

養殖深度は1.5mであった。

電子顕微鏡用試料作成にあたってはとりあげた貝の軟体部合除去し，表面観察には介殻内面を水

でおい、自然乾燥後，アルコールにて清浄しメチルメタグリルーアルミニウムレプリカ法により試

料を作成した。断面観察の場合は介殻表面に垂直，及び水平に切断し，鉱物詩石薄片器にて研磨し

た。この際垂直切片は成長線に沿って切断した。これらは酸化マグネシウムで仕上げ研磨をおこな

い，後極く薄い塩酸 (0.25-0.01%)で約5秒間腐蝕して前者と悶様のレプリカ法により試料を作

成したO

観察

稜柱層の表面は光学顕微鏡で観察すると， conchiolinによって 5-100μ の大きさの多角形に区

分されてその中に calciteの結晶を包有する蜂の巣状の構造を示す。又介殻内縁部の真珠層との境

界附近では conchiolinの壁は太くなり結晶の剖'分は丸みを帯び五L、に密接してL、なし、。これは

Schmidt (1924， 1931)，他多数の研究者の観察と一致している。これら合電子顕微鏡で、詳細に観察

する左 Fig.1.に示す如く conchiolinは隣接する多角形の結晶部分に挟まれて溝のようにこれを

* Kozi ¥̂/ada. Electron-microscopic observations on the shell structures of pearl oyster (P問 ctαdα
martensii) 1. Observations of the calcite crystals in prismatic layers. ''¥'ith Engl日hsummary， p. 4 

Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 1 : 1-6. 1956 

1) 国立真珠研究所業績 No.1. (国立真珠研究所報告 1 : 1-6 昭和31年9月)
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Text-抗g.1. Photomicrograph or an inner surface 
日earthe boundary of prisJ1l:1t.ic <:!Jl(1 nacreol!s 
layers. x90. (Photo by 1¥1r. H. Nakahara). 

Tcxt-自g.2. Showing the Slfヒdiviclcd
chamlxrs in a polygcn;'1 chambCI 

(scheu、e).

取阻んでし、る。真珠層之の境界附近では

conchiolinの講の巾は広く ，6-17μ で又

その深さは浅L、が，介殻の周語部に近ずく

に従って巾は狭<0.5-0.9μ となり，鴻は

深くなる (Fig.2.). これらの conchiolin

によって区制された内部の結品部分は 2-12μ の小さな部屋が数ケ集合して 5-30μ の大きさの

部屋を柿成しこれが更に多数集合して一つの 5-100μの多角形の部屋を形成してし、る (Fig.3.)。

H寺にはーケ及至数ケの部屋の集合より成る場合もあるハ これらの部屋を充す calciteは 0.3-1.0μ 

の多数の徴結品がステップ状にあるL、は不規則に成長している。これらステップの縁辺部におレて

この微紡品は良く成長し，部分により平行述品又は overgrowthをしてレるものもある (Fig.4.)。

この結品の集合状態は渡部 (1954，1955)がアコヤガイ真珠の真珠屈における aragoniteの結晶

におし、て観察したと同様である。

Tcxt-fig. 3. Photolllicrograph showing di仔crent

cxtiuction blocks (horizoutal scction， crossed 
uicols). x 120. (Photo by ]¥(1'. N. ¥¥'atabe) 

次に表面に水平な薄片を偏光顕微鏡の

直交ニコルのもとで観察すると太い con-

chiolin によって多角形に区劃された部屋

の内部は各々消光の仕方は同ーでなL、。即

ち部屋全体が同時に消光する場合，部屋が

割合に大きな数ケの部分あるいは小さL、多

数の部分に分かれて部屋の中心に対して放

射状あるいは不規則に消光する場合，又部

屋の一方の側よりもう一方の側へ波状に消

光してL、く場合等が観察される。この消光

拠 (extinctionblock)の大きさは 2-12μ，

あるし、は :1-30μであ り，従って太レ COll-

chiolin によって囲まれた多角形の部屋は

同一結品軸を互レに同じ方向にあるいはば

らばらな方向に向けた結晶の集合と考えら
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れる。又これら大きな部屋と部屋との境

の conchiolinの上には太レ conchiolin

で囲まれた 1-6μ の大きさの部屋が成

長しているところもある。

又この稜柱屈を表面に垂直に切断して

断面を観察すると太し、 conchiolinによ

って ~O-100μ の多数の柱状の部屋に

仕切られその内部は ~-30μ の犬歯状の

数ケの部屋からなり，その部屋の内部は

2-12μの太さで互L、に平行あるいは湾

曲した繊維状の多数の部屋からなってし、

る。これら犬歯状の部屋の長軸に対して

横に太い conchiolin が入り 組みその

内部の繊維状の部屋も.績に多数の細し、

conchiolin が入り 2-5μ の間隔に仕

切られている。これら繊維状檎遣の他に

部分的に色素が多数含まれており 3 更に

Rassbach (1912) が観察している頼粒

状構造 (Kornchen) も見られる。この

5-30μ の大きさの犬歯状の部屋を直交

ニコルのもとでー観察すると，各々の犬歯

状の部屋は互いにまちまちに消光し，一

本の犬歯伏の部屋でも同時に完全消光を

する事がな く部分によって明暗を生ず

る。又犬歯状の部屋を構成している繊維

状の部屋も互レにまちまちに消光し，更

に一本の繊維状の部屋も同時に完全消光

する事がないからこの繊維状の部屋も多

数の結晶の集合体と思われる。これらを

電子顕微鏡で観察してみると Fig.S， 6， 
、の如く介鼓表面にほマ垂直な太レ con-

chiolin によって仕切られた部屋は，更

にこれにほマ平行な conchiolin によっ

て数ケの部屋に仕切られ，この部屋は細

い conchiolinによって 4-12μ の部屋

に仕切られてし、る。又 Fig.7 に見ら
れる如くこの部屋は 2-5μ の大きさの

結品が横にーケ乃至数ケ並んで，それが

縦に多数配列したものから構成されてレ

る。これら 2-5μ の大きさの calcite

の結晶は互レにC軸を介殻表面に垂直な

Text-且g.4. Photomicrogr<J.ph o[ the pigments iu 
prisJ11<J.tic layers. x 120. (Photo by 1¥11'. N. Watabe) 

Text-fig. 5. Photomicrograph of tbe columnar 
anc1 canine-chapecl cham bers in a prismatic layer 

(longitllclinal section). x 40 

Text-fig. 6. Photomicrograph of the fibre-shapecl 
chambcrs (longituclinal section， crossecl nicols). x 90. 
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conchiolinに対して平行に，あるし、は一定の傾きなもって層状に配列してし、るものと観察した。

Summary 

Prismatic layers ()f pearl oyster (Pi?!cta1σ灼 ((J'tt;n，ii)were observed with an e1ectron 
mlcroscope， 乱ndthe rcsult弓 wcreas follows : 

1) Prismatlc 1a同rsare composed of comp3ct aggl旬以ionsof co1llmnar or canine-

shaped chamber:; with snrfaccs ()f polγgona1 shapes. The chambers are 5~lOO micra in 

diameter and cli.viclecl illto several caninぞshapedsub-chambers， 5-30 micr乱 1ncliamctel・3

which are ellso composed of fibrous micro町chambers (2-12 micra). One or severa1 single 

crysta1s of calcite， 2~5 micr乱， build up a micro-chamuer. Sinεlc crystaJs grow upτegular-

1J or irregu1ar1y a11ピltheir C-i¥'Ces are arranged nearly perpぞnclicnbror ob1ique1y to the 

shell snrface. Their thickness are 2~5 micra， anc1だreatertha11 that of aragonit行 crystals

of nacrcs 

2) All of the chambers are fram吋 byconchiolin Wi¥ 115 

3) 011 the surface of calcite crvstaJ弓inpolygomtl chambers， there observed micro-

cry叫 als，O.3~1.O micra in c1iameter， formec1 by rapic1 crystallization. These crystals seem 

to grow up to he single crystals. Aggregates of micro-crY5ta1s ronn step-like pattern， 

anc1 iNell..shaped C1ヲアstalsa町 fonndneaτthe margins 01 the stcps. 

参考文献

Rnbbcl， A ，1911， UbョγPerlennncl P<orlLilclnng bei iVIarぎれritana111，U号aritifera lwbst Beitrj雪enZlH 
Kenntnis r1CT Sιhalenstrnkhn， ZooL .T ~hrb.. 32， 2~7. ::lGG 

Ras.sbach， R" 1912， BeitTagc znr Kenntnis c!C'}， Schale u11cl Schalenregeneratinl1 V011 j¥110c1nnhl 
cellensis Schrot. Ztschr. wiss， Zoo1.， 103， 379<，99 

Scbmic1t， W. J ，1923. B811 unc1 Bildllng clcγPerlll!uttenl1ass七 Zool， J江hrb"45， 23-55 
T引ttsumi，]" 1923. .¥11己-...:anUi1ation()f the nlIcro-crvstal向。fc~lcj L1m c，¥rbon孔tcin 11101111sr河口 shells 

by means uf X rれys.Psrt 1T入ile;_:i 、一011Sci， Uni¥ア Kyoto，11，401-405 
Wat乱bc，N ，1954. El('ctroIl-mじrrosc'P¥C口1ハcr¥'ations01 tlle ，，"agollitc crystals on the Sllrfilce of the 

culh-u巴c1pear1ぉ1. IすaC.Fjs11 ， Pref. 1;n1、J，:¥lie， 1， 449-454 

Explanatio11 of Plat巴 I，II. 
!之lectron-micrographsっfprismatic 1九yersof Pi ncta.dα附 arfensii

Fig. 1. In11'3r su了l:lceat a ventrallnargin of a 円hcl1. Calci匂 crystalsare sllrrollnc1e<I by frame-
works cf conchiolin再rOOY85
Fig. 2. ¥Vicle conchioEn grooves 011 inner surface near a l1acre 
Fig， 3. A pc:>lygon乱1cabmber composecl ()f m乱nysubclivic1ec1ηhamLeγs 7. 30 m icra or 5. 12η_11cra 
1日 diatneteJ
Fi;; 4， Showin宮thcmicro-crystals of ca1cite on an i111刊1ゐ snr[acc
Fig， 5， Showin口gpσrpe凶 ic印u1九r~ヨl凶 horIce幻ヲ1口1t九1co川I旧 hio1infrilme引ベν刊nrks(刊l口吋i討t旬uclinal，Jectio吋i

Fig. G 弓110、vVl叩、 乱引仙bコ町句-8叶h】乱peclCll刊ilmLer(れ10時山1ぐ刊1ιllnaヲal弓明ection
Fig， 7. Showνin日thesingle crysLils ()f calcitc (ioJ1gituc1inal s:xticn) 
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Fig. 1. 

Fig. 3 

Plate 1. 
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Fig. 5 

Fig. 6 

Fig. 7 
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X線迦折及び示差熱分析によるアコヤガイ

介殻成分に関寸る研究*1)

和 田 作 ‘、191
 

五
kr

国立真珠研究所

はしがき

介殻成分の研究は Rose(1858)， Kost (18S9)， Tsutsl1mi (192巴)， Boggild (19~1， O) 等にはじま

り，最近では田中-波多野 (1952，195:1)が化~l 分析によりアコヤ介設とその兵長K (I二 11延焼物及 (J 有

機物を分析して p 前者;λ主として calciumcarbonateから，後者ii、conchiolinと名付けられて

いる albuminoidからなると報告している。又 cu允iumcarbonate i;'その真珠Jtfjで、は aragonite，

稜柱居では calciteとして存在してレる事も既に明かにされてし、る。渡部 (1955)は電子廻析によ

りアコヤガイの D-larva の2Æ~ 一原殻と第二原殻との鉱物成分差を前じた。又アコヤガイ介設の稜

柱層及ひその真珠の真珠加はそれぞれ〆 calciteや aragoniteの他に calciumphosphateが存在

する事を報告した。筆者は介設の構造及ひ問、構の研究の一過程として，アコヤガイ介殻のX線，

子線廻折並びに示差熱分析を行った。その新兵さをこにに布告ーする。

本研究にあたり，終始懇た指導主明言を与えら1，li二一三重県立大学7l<'!f'学部渡部光詰向I，東京

教育大学理学部主[1鉱物学教室須藤俊男教授，並びに援助と便宜を賜ったI~-ú~真珠研究所所長高LÜ

活夫氏に対し，主主に謹んで感謝する。なお電子廻折に協力な下22った iCI立中央研究所森戸望氏以下

所員に厚く謝意を表する。

材料及が実験方法

実験材料i 虞湾産の三年比貝で日日未il30年や月より何年 10月までに採集したものである。採集

後 たち"休s'r¥ j\ 離し十分(二:tjl~ ~\その{自の附治物た除去した。乾燥後，注意深く稜住居と真

珠層とな分離してこれなメノウの乳鉢で粉末にしてから実験に供したσ

廻折では顕徴廻折及ひ粉末法によるX線廻折とを併用し 3 その写真につし、て比較検討した。一方

示差熱分析では真珠層及び援柱層の粉末を各々 0.25gr秤量して分析した。

実験結果及び考察

Table 1. L Fig. 1.はそれぞれアコヤ介殻の真珠!尚及び稜柱回物質のX線廻折写・真から得られ

た資料とその図表とである。これらの廻折資料品c"Roseberry (1930)， Hanawald (19~)6) ， Mehm号1

(1939) 等の calciumcarbonate の廻折資料主比較検討すると介殻の真珠間物質は主として

(. Kozi ¥Vacla. Stuclies on the component of pearトoystershell (P川 CIμdαJ11aJltensi2")by nleans 
of X-ray cliffraction anc1 c1ifferential thermal analysis， iYith English s日目mary.p， 9， Bull. Natl 
Pearl Res. Lab. 1: 7-9. 1956 
1) 国立真珠研究所業積 NO.2， (国立真珠研究所3照合 1: 7-9 昭和31年 9月)
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Table 1 Comparison of x-ray powcler pattern of shell (P. martensii)， 

Ca3(P04)2' calcite and aragonite 

Line She]] 
Ca，，(P04)Z* Calciteド Aragonite* * No Prismatic L Nacreol1S L 

d(A) T rl(A) I c1(A) I 
3d.(7A5 ) 3d.(8A0 ) 1. 1 6.59 10 4.11 80 6.6 10 5 

2 5.19 20 3.51 50 5.2 15 3.39 3.25 100 3 4.06 20 3.38 50 4.11 10 2.98 2.67 25 4 3.73 100 3.25 30 3.47 20 2.72 15 2.45 15 5 3.14 80 2.99 30 3.22 63 2.45 50 2.32 40 6 3.04 70 2.81 100 2.89 100 2.25 50 2.16 10 7 2.95 10 2.62 5 2.78 15 2.07 50 2.10 10 8 2.61 10 2.43 50 2.62 75 1.90 75 1.96 40 
9 2.37 5 2.37 30 2.54 10 1.85 75 1.86 40 
10 2.29 5 2.26 30 2;42 15 1.59 45 1.80 30 
11 2.18 10 2.27 20 1.50 45 1. 72 40 
12 2.07 10 2.20 15 1.46 20 1.61 5 
13 1.97 10 2.09 15 1.41 30 1.52 10 14 2.02 15 1.33 5 1.49 5 
15 1.94 31 1.28 20 1.46 10 
16 1.90 25 1.23 20 1.40 15 17 1.83 15 1.17 35 1.35 20 18 1.79 15 1.14 40 1.26 10 19 1. 74 50 1.05 2 1.23 35 
20 1.69 10 1.03 40 1.20 20 

* By Hanawalt， and Rinn (1936) 
吋 ByRoseberry， Hastings， anc1 Morse (1930) 

Prismatic L. 

立
]Ca.1clt母
uωιJLlムし J~一一一一一一一一「
Aragonite 

1 5 6 7 

Flg. 1. '[ he c1ata obtainec1 fr口111 x-ray spectrogra日lS plotte(~ 
with inten;;ities as orc1inates and spacings as ZLbscissa， 

aragonite，又稜柱匡物寅は主として calcite であるとし、う結果な得た。これは先覚老の実験結果

と一致する。又 calcium carbonate の他に真珠層及び稜柱層物質にそれぞれ Ca
3
(PO山の

patternが見られた。この事は渡部 (H155)が真珠の真珠層，介殻の稜柱層を電子廻折した分折結



来と一致する。渡部 (1955)は電子廻

折によって D-larva の第一原殻に

apatite group の dahlliteCaC03・

6CaO・2P205が存在するが，このもの

は附着後の介殻には見られなし、と述べ

ている。筆者の実験に於ても，矢張り

dahl日teは認められず，この点に於て

も一致してし、る。

一方介殻の真珠層及び稜柱層物質の

示差熱分析の概略を Fig.2.にかとげ

た。なおその分析資料を Faust(1950)

の分析した aragonite及び calcite 

の査料と比較した。即ち ar司goniteの

示差熱分析曲線の特徴は 300-400
0
C

の間におこる吸熱変化で，これは ara-

goniteが calcite に変る事に原因す

る。しかるにこの温度において真珠層

及び稜柱層物質はそれぞれ発熱ピーク

がみられるため，その区別は困難で、あ

るが calciumcarbonate の特徴を表わす曲線で、ある事は判る。又図中見られる 300-500
0
C の聞

の発熱現象は介殻中に含まれてし、る有機物質の燃焼に起因するものと考えられ，それぞれの発熱ピ

ークの状態から少なくとも2種類の異なる有機物衣含んでいるものと思われるが，この点について

は更に追試したし、。

9 矛目白一一-x線廻折及び示差熱分によるアコヤガイ介殻成分に関する研究

500 lDOo 
工ncrea.s1ngtemperatur骨一一一一ー

Flg. 2. Di任erentiaJtherl11a1 ana1ysis curves of 
C，lCOS'乱nclthe substances of shc11 

Na.creous L. 
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Summary 

1) The prismatic and nacreous layers uf pearl-oyster shcll (Pil1ctada mαrtωsii) 

were x-ray analysed. The constituents of the f(Jrmer wε1e found to be calcite and 

Ca3(P04)2， and t.he latter aragonite ancl Ca3(PO山.

2) By the results of diffcrentlal thermal 3.nalysis， both layers contain at least two 

kinds of organic substances. 

Tsutsumi， J.， 1928. An examination of the micro司crysta1sof ca1ciul11 carbcnate in mollusca shells 
by means of X-rays. Part. 1. Mcm. Co11. Sci. Univ. Kyoto， 11，217...221. 

一一一一一一 1928. !¥n examination of the micro-crysta1s of ca1ciul11 carbonate in rnollusca shei1s 
by means of X-r'lys. Part. II. Mem. Coll. Sci. Univ. Kyoto， 11，401--405 
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長珠袋の組織学的研究

1. 異常真珠と正常真珠の真珠袋の比較*1)

中 原 H告・町井

国立民球研究所

昭

浜上げされた真珠の中には正常の真珠庖真珠に混じて，稜柱庖真珠(第2図)や有機質真珠(第

3図)がしばしば得られる。これらの異常真珠は商品価値は全くなく ，その産出を少くするこ とは

真珠養殖においてのぞましL、ところである。

a匝溜22h
-3 ..... 司F

第1図，正常真正索。:;g2図，稜住居兵珠。m3図，有機j(;V.t妹。いづれも x4

真珠は移植された外套膜片 (mantlepiece)が変化して形成された真珠袋のはたらきによって作

られる。 Ojimaand Watanabe (1953)， KawakRmi (1952)， 等によれば，真珠層を分泌する真

珠袋は属平な一層の細胞より成る上皮組織である。

今回の観察では，浜上時と真珠袋形成後間もなし、時賂(手術後約4ヶ月)において，稜柱層真珠

と有機質真珠を形成してレる真珠袋を組織学的に観察し，これを正常真珠のものと比較して，これ

ら三者の聞の形態的な差異を見出すことができた。

この研究ぬ当り，御懇切な御指導を賜わった高山活夫所長に対し，深く感謝の意を申しのぺる。

又数々の御助言と御校訂を賜わった北海道大学，牧野佐二郎教授に深謝する。

材料と方法

真珠袋形成後間もない時期の材料としては，1955年8月4日，国立真珠研究所多徳品試験地に

おいて手術を行った材料(アコヤガイ ，Pi'n~tada martensii)について，同年11月26日固定した

真珠袋の中から，明らかに真珠層，稜柱層，又は有機質を分泌している とみとめられるものを観察

• Hiroshi Nakahara and Akira Machii. Stlldies on the histo!ogy of the pearトsac， L Histo-
logical observations of pear卜sactisslICS which prodllCC normal and abnormal pearls， ¥'¥ith English 

summary. p. 13， Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 1: 10-13， 1956. 

1) 国立真珠研究所業績 No，3. (国立真珠研究所報告 1:10-13.昭和31年 9月)
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した。浜上時の材料としては 1955年 11月及び 12月に4回にわたり，英民情内の三地点で，養殖

業者の浜上作業の現場におし、て，正常及び異常の点珠が出て来た真珠袋を固定した。

固定は主としてホルマリン緩衝液を用L、た。切J，製作はノぞラフイン法により s 染色はデラフィ ル
ドヘマトキシ リンーエオジン染色及ひマロリー ・アザン染色によった

観 察

1. 真珠JI'づ真珠: 正常な真珠の J~珠袋は偏平な細胞から成る 1 肘の 上皮組織である。上皮細胞

の核はほぼ車111胞の中央に位置し，車[11胞の遊離縁には儲な蒋し、回がみとめられる (節4凶)。紛l胞の

厚さは 1 0μ から 2μ 程度で，非'，~if;に届平な場合には核の部分だけが盛り上って，断面では紡錘

4 

，.. .. 

d・
， 
， 

，. 

第 4..--S関，浜上時におけるt.l珠袋o x480 
4，正常r:r珠の只事k袋，一層の府平な上皮細胞から成る。 5，稜住居良珠のJ':¥3;l;袋，胞状の細胞
が多い。 6，有機:et兵器長のn珠袋，細長い円柱形の納胞が一層に並んでいる。いずれもホルマ
リン緩衝液閲定，ヘマトキシリン・エオジン染色。
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形にみえる。形成後間もなし、真珠袋では，脱灰した標本におし、て，}j百平な刺l胞J0に接して，真珠屈
の分泌されてL、るのがみとめられた(錦7関)。

2. 稜柱屈点珠・ 上皮細胞は -I~であるが，細胞のj立さは真珠10の場合に比べや tJ写く，1 0~ 

20μ 位である。 細胞の遊離綜は真珠屈の場合に比べ組た感じである。円柱形の上皮和I!胞に出じて

多くの肱状の細胞がある3 胞状の利l胞0:;含

9 

まれる割合は部分により基がある場合があ

P り，杭iには全く含まれなし、こと もある。円

往?協の車!II胞では核は*1lI胞の中央にあるが胞

状の帝111胞では核は細胞のー側に奇司ている

(第5悶)。形成後間もなし、点珠袋の脱灰

した421本におレて，このような細胞を持っ
た只獄袋から稜柱l討をタ泌してL、るのをみ

とめることが山きた UsS関)。
3. 約-機f)!J~珠 すべての場合，典形

R (/句な単Jr:iの円柱上皮車111胞がみられる。 稜住
尉の場合のような胞状の市!II胞は存在しな

し、。 細胞陪の厚さは一定してレなレが非常

に厚レ場合が多く ，fOμ に速することが

ある。細胞は細長く.核は細胞のほ ゾ中央

に位位し，細胞の遊離縁は制l胞質が粗レ頼

粒状の榊造を呈してL、る。核と遊雌綜との

H!?の和11胞質中にはエオジンに好染する頼粒

がみられる。 細胞聞にはしばしば遊走細胞

が入ってレる(第6図)。形成後間もなし、

時ltJJの真珠袋でも，有機賀会分泌している

~)のではこのような構造が明らかにみとめ

られる (:U~9 図)。

考 察

形成されつ〉ある真珠の周凶には12:珠屈

をタ泌する点珠袋なる抱!織があることは，

古〈からOTくの人々によってたしかめられ
てし、る。今回の研究によって，真珠袋の組

織が正常な真珠!日真珠におし、てばかりでな

く . 稜柱!日r:ç珠及び有機質J~r;f~の二極の異

常J'r珠におレても存在することがたしかめ

られた。しかしながら，其珠袋上皮細胞の

形態はJl珠回真珠，稜柱府県珠及び有機質
真珠の三者におレて，それぞれ異なって

レる。

Iζawakami (1952)はアコヤガイ の良珠
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袋形成の研究において，ごく初期には periostracalsu bstance (有機質) を分i必し，次に稜柱層

を，最後に真珠層を分泌するとしてし、る。今回の観察において，形成初期の真珠袋Iこみられた有機

質及び稜柱層の分泌(ま， Kawal王aml の研究と同じく，初期におけるごく普通の現象と考えられ

る，しかしその形態は浜上時におけるものとそれぞれ一致してし、る。

浜土日寺に採取された異常真珠を切断してみると，中心部には正常な真珠層を分担、してし、るものが

しばしばみとめられる。これらのものは真珠袋の変化によハて，異なった層を)J泌するに到ったも

のと忠われる。以 kのことから，真珠袋の組織は変イじしやすい性質のものであり，何かの原因で形

態的た変化にともたって，分泌能力にも変，1じを起すものであることが考えられるc

要約

l 真珠層真珠。稜柱層真珠及ひ有機質真珠をift/J:'，した真珠袋について，それらの組織学的な比

較観察を行った。

2. 真珠層真珠の真珠袋は届平な細胞から成る一層の上皮細胞であるの稜柱脳真珠の真珠袋は胞

状の細胞が多〈混じている。右機質真珠の真珠袋刺H長L、円柱状の細胞から成る。

3. 真珠袋の細胞は変化しやすく，不安定なものであると考えられる。

Summary 

The pearlω.sac tissue vvhich produces tbぞ normalpearl shows a remarkable c1iffer-

ences from the pearl-sac tissue which produces abnormal pearls called the prismatic pearl 

(Fi符.2) and the perio3tracal pearl (Fig. 3). The pearl-sac emhracing the normal pearl 

consist of a simple epithelium; the epithelial cells form a fiat or cuboidallayer (Figs， 4， i). 

Th己 p~aτl-sac forming the priきmahcp巴adshows a sirnple epithelial tissue， their cf'l1s being 

taller than that of thc normal type. Va町C口印工uoliz配巴氏吋ピd c閃巴e11孔l1s呂 a訂refな:云requユ児別f引叩n吋川t札l均yobs従erれ1アableamoω11屯g 

them (Fig.s 5，β刈S別叫)ト Thepe悶arl一円悶accω仁o可瓜叫n凶1吋ta心!Tlln

columnar 巴叩pl吋thelium(σFi培gs.6，ρ刈9的)ト. I日ts巴閃巴msprobable that the histological structure may 
he changeable betwe巳n.the pearl-sac '"ァhichproduce the normal pearl 8ncl that dealing with 

the formation of the abnorm21 ones 

文献

K司、vakami，1 K. 1952. St.ndies on pearl-sac formation. 1. On the regeneration anc1 transplant江田
tion of the mantle piece in the pearl oyster. 1¥1ηm. Fac. Sci. Kynshu Univ. Se!". E 
(Biol.) 1・83-88

。jima，Y ，cnd "¥Vatanabe， T. 1953. Stndies on the pearl戸sacin JV[olluscs 1. Pearl-sac formation in 
SGh1egel's fr回hwater ml1ss81， H-vrio戸sisschl::gelii Annual Stl1dies 1(v.ransie Gakuin 
U口日γ 1・17 



挿核手術時における外套膜上皮細胞の

剥落についてが)

高山活夫・中原 陪

国立ri攻、研究所

真珠の養菊過程におし、て，将来完成された真珠の仁IJ心部となる「核Jを挿入する手術は最も重要
な作業の一つになっている。核を手術によってアコヤガイの生宿腺内に入れる時，核に密着せしめ

て，他の倒体の外套肢の小片を同時に移植する。この外套肢の小)1を通常「ピースJ(mantlepiece) 
と呼んでし、る。移植されたピースは急速に生長して核の周囲をとりまし、て真珠袋を形成し，真珠層

を分泌する (Kawakami1952， Ojima and Watanabe 195針。真珠袋全形成する細胞は外套肢の

外面(殻に援する商)の上皮細胞であって，イltiの部分は真;味袋が形成される時に消滅する。今回，

ピースの調製にあたって，上皮細胞がどの程度剥帯するかに勺し、て観察を行った。

材料は 1955年 11月1日p 三重県英虞湾の移i叶三本真抹養殖場におし、て採取した。採取にあたっ

ては， 1人の技術者によって調製されたピースを直ちに 10%ホルマリンで固定した。街1木本養殖

場ではピース調製の際 p 粘液を取るために外套肢の内面(殻に接しなし、面)のみを軽くスポンジで

摩燦している。今回はこの方法を含めて次の三群に;])けて材料を固定した。

(1 ) 全く摩擦しなL、。

(2) 内面だけを軽くスポンジでこする。(御木本養殖場で、作業に使用している状態)

(3) 両面をや〉強くスポンジでこする。

材料はすべてパラフイン切片，デラフィルドヘマトキシリン，エオジン二重染色により観察し

た。

観察結果

(1 ) 全く摩援しないで、作られたピースではp 上皮細胞は両面共にほぐ完全で、剥溶をみとめなレ。

1図はこの場合のピースであるが p 第2図は外面の上皮細胞を高倍率でみたものである。円柱状

の上皮細胞が 1層に並びp ところところに Ojima(1952) の報告にみられる腺組胞がある。筋肉

が収縮を起しているため，上皮細胞層は屈曲している。第2図は内面の上皮であって，外商に比べ

屈曲が細かし細胞の配列も不規則にみえる。上皮の下の結締組織は外面にくらべ著しく髄密で

ある。

(2) 片面だけ軽くこすった状態では，こすられた内面(殻に接しなし、面)の上皮制胞の大部分

が剥抗してし、る(第6関)0 Lかしながら，外聞の上皮にはほとんど変化をみとめなし、(第5図)。

内商のと皮細胞の剥落したあとは第6図にみるように，融密jな結締組織が露出している。

"' Katsuo Takayama al1c1 Hiroshi N akahara. Effect of scraping 011 the epithelial tisslle of the 

mal1tle piece 01 pearl oyster (Pinctadα閉山'tensii)011 pearl formatiol1. Bllll. Natl. Pearl Res. Lab 
1: 14-17. 1956 

1 ) 国立真珠研究所業績 NO.4. (国企:真珠研究所報告 1:14-17 昭和:11年 9月)
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(3) 両面をや 〉強くこすった場合，内面の上皮細胞はほとんど完全に剥離されてし、る(錦9図)。

又外面の細胞は大部分が剥務してし、るが，屈曲してし、るので，谷にあたる部分に相当に上皮細胞が

桟っている(í:f~8図)。

3 

4・
-‘'‘ . 

、

、4

， 

2百 1~3f羽 jぼ撚しないで作ったピース。上皮細胞は両面とも脱減していない。

1. x60. 0は外面(殻に援する函).1は内面。

2.外商の上皮.x270. 3.内而. x270. 
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第 4~5 関 内面だけ を~径 く限捺したピース。外商には具常はないが，内面の細胞はほとんど脱落している。
1， x60. 2，タト商， x 270. :l， 内面， x 270. 

第 7~9 図 両而をや、強〈摩擦したピース。内面の上皮細胞の金脅11，外商の上皮細胞の大半が脱落しているo
7， x60. 8，外商，x 270. 9，内商，x270 

考察

Kawakami， 1 952，青木 1956 等のJ~~珠袋形成時の 組織学的な観察によれば， 真珠袋の形成に

あづかる細胞は，外禁l院の外面('i&に践する面)の上皮細胞であって，内面の上皮制脳は真珠袋が
完成される前に消失してしまう。今回の観察の(2 )の場合は，真珠袋内面の上皮が大部分剥落し

てし、ても，外面の上皮には変化がなし、ので，真珠袋形成に何等さしっかえないことは明らかであ

る。又， スポンジ等;で軽く 外套j院をこすることは，粘液等の除去によって，ピースと核の密着をよ

り完全になし仰ると考えられる。したがって(2 )の方法は，甚だ合理的と云えるであろう。(3) 

の場合の如く，外面の上皮細胞が剥泌する状態は，真珠袋の形成に関して，あまり好ましくなL、と

思Jつれる。
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文献

青木駿， 195('. 真珠袋形成に関する研究，特に秋と初冬に作業を行なった場合に就いてO 国立真珠研究所報

告 1:41-46 

Kawakami， 1. K 1952. Stndies on pe日rl-sacformation. 1. On the regeneration anc1 transplantば10n

of the mantle piece ;n the pearl oyster. Mem. Fac Sci. Kyushu Univ. Ser. E. (Biol.) 

1 : 83 88. 。jima，Y 1952. H日tologicalstlldies of the ma此 leof pearl oyster (P叩 ctαdα 削 artensiiDunker) 
Cytologia 17 : 134.143 。jima，Y. and Watanabe， T. 1953. Stlldies on the pearl-sac in MollllSCS 1. Pearl-sac formation in 
Schlegel's fresh water mussel， HvrioP8is schlegelii. Annual Stndies Kwansei Gakuin 
Univ. 1・1-7

追認 この研究に使用したピースのうち， (2)， (3)を使って持核手術を行い，4"手術された貝を飼育して

1956年 5月真珠袋をそれぞれ4侭づ〉問先したo観察。給F，いづれも巽球袋は形成されているが， (2)の
ピースによってできた真珠袋では 4箇共真珠層の分沼、が行われていた。 (3)のピースによってできた真珠袋で

は4箇の内 l箇は有機質を， 2節は稜柱層を，残りの l筒は未だ分泌物をみとめなかったO 観察数は少いが，

(:>)の場合真珠袋形成がおくれ，或は異常真珠袋の形成される可能性が考えられる。



民珠母只の成長に関ナる研究

1. 養先({官官の収容密度及び貝掃除の恒|数が成長に

及ぼす影響について判)

山口一登・大田 繁・片田清次

区):v: .真珠研究所

真珠養殖におL、て，優良母貝の養成は重要な部門の一つであり，又近年母貝の採百養成が一般に

発展してゐる中で，九州地方，特に大村湾右中心とした地方では，今なほ，天然産母貝に対する依

存度が極めて高い。普通当業者はし、わゆる二年ものの，天然母貝を購入し半年以上垂下養成を行っ

てから，挿核施術に供してゐる。しかし，この天然産母貝と採苗養成した母貝との聞には単に成長

のみでなく，殻厚がより大であると云う点に於て，後者のブjが質的にも優れてしる。これは垂下善

成に於ける人為的な条件が関係するものと考えられる。この意味で，本研究は，天然母貝を垂下養

成する場合，その主要な条件であると思われる，養殖誌の収容密度及び貝掃除の回数に着目し，そ

れが母貝の成長に及ぼす影響の検討を目的としてこの実験を試みた。

報告にあたり，実験計画につき御指導賜った長崎大学問正雄先生，並びに実験中材料の管理，作

業に協力の労をとられた長崎大学水産学部学生 p 村田，山下両氏に深甚な謝意を表ーする。

材料及び実験方法

実験材料は大村l一行漁業協同組合より購入した，大村湾産天然母貝(アコヤガイ) (年令不詳通称

2年もの)で，養殖能の網目から

もれる小形のものは除いた。

8間

第 l関 ダブル竹筏見取図

ザ}寸;-

k .。

垂下養成にあたっては，筏はダ

ブル竹筏(第1図l5台，養殖龍は

最も一般的な金網龍(1.5尺x1.5

尺X3寸， 13本掛)を使用し，垂

下深度は1.5mとした。

養殖寵の収容密度は 1籍当り

20(K1)，40(K2i， 60 (I(，)， 80(K4l 
及び 100倒 (K5)の 5class と
し又貝掃除の回数は，最初から全

く行わなし、(]0) 1ヶ月に 1回(]1)

ネ KazutoYamaguchi， Shigeru Ota and Seiji Kabxla. Stndies on tne 宮routhof pearl oyster 

(P川 ctadαmartensii) I. E任ectsof the clea ni時 ofthe 811el口18an，l 1れ1日11TIl比t乱t
in a cul比h日necage. Bl.l汁川l日1Natl. Pearl Res. Lab. 1 : 18-21. 1956 

1 ) 国立:真珠研究所業績， No. 5. (国立真珠研究所報告 1: 18-21 昭和31年 9月)
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及び 1ヶ月に2回(]2)の 3classとした。貝掃除は一般に行われてゐる方法に準じたが，出来る

丈測定誤差を小さくする為，貝の先端鱗片状の部分を切り溶きない様に注意した。尚養殖龍の交換

は貝掃除を行うものにつし、ては，その時期に又，行わなし、ものについては，これと同時期に混場で

空中露出時聞を出来るだけ短縮するよう心掛けて何れも月十こ 1回づづ行合った。

この様にして，上記各処理の組合せ 15組につし、て，養殖龍 150{I屈に母貝 9000伺を配分収察

し，籍の垂下位置は，海況の諸要因の差異によって起る，筏のイ立置による変動を除き，実験の場を

均一にする為に， 5X5ラテン方格実験計商法(第2関)によって決定した。

JJ:fj K1 I十1.. [{4 .1. 1{ 5 
]{1 I K4 [(5 1 j{号 iJ{2 

二 ]{3 J{4 f{2 ]{1 

f{4 I f{5 I ]{2 I ]{1 Iんじ
第 2図 筏の縫君主下位置配置図

[5 x;) Latin SquareJ 

第 3悶測定部イ11.

(刊L)ト..Umbo小一Ventra叫a

(D)ト..Depth 

母貝の測定は実験開始の6月13-17日と終期の 11月1-8日に全数実施した。測定部位は L(殻

長腹綜) B (蝶鮫線長)及びD(殻厚)の3個所である(第3図j。

各処理問の成長の比較は，養殖籍ごとの測定値の平均値から実験期間中の成長量を求めて行っ

た。

実験結果

各処理別による，実験期間中の成長量は第 1表の通りである。

第 l表処理別平均成長島t(L) (mm) 

一
土
問
山
一

一
色
ん
士
一

10 
11 
12 

7.79 
10.18 
9.86 
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n
 
n
 

D
 

先づ養殖籍の収容密度による平均値の差を，反復測定値のラテン方格法によって Fー検定を行う

(第2表)。

第 2表 F-検定の表 (L)

0

1

2

 

7

，，J
7

，，J
7

，，d
 

処 理

(B) 

1.875/2.698く 1
0.398/1.208く 1
2.208 2.32日く1

(D) 

jJjo i 2 
0.123///0 00 .470く 1
0.103/0.534く 1
0.088/0.547 < 1 

以上危険率 5%で平均値に差は認められなL、。

次に貝掃除の回数による平一均値の差を，ラテン方格法 J 元結合型の F-検定を行う (第3表)。

第 3表 F-検定の表

演叫
自由度

Iな
M11刊2

Fo(出ニ0.06)

L 
HfH f Ao 6σJ=? 6.995/5.108 = 1. 3 7 9.55 

B ισj=? 187.627( 0.741= 253.21 2 I 1 200.00 
D σJ=O 0.823( 0.147=5.60 2 I 1 200.00 

Bには危険率 5%で平均値に差が認められるが.L.Dには平均値に差が認められなし、。

考 察

以上の如く，養殖舗の収容密度に於ては，各測定部位とも成長に有意の差は認められなかった。

次に貝掃除の回数によっては L・D ともに成長に有意の差が認められなかったが.Bのみについて

は，有意の差が認められ，貝掃除を全く行わなし、ものが，他に比較して成長が劣ってし、る。

この結果，成長と収容密度並びに貝掃除の回数とに関して，一般に考えられてし、る程に顕著な差

が現われるとは，考えられないと云えよう。しかし乍ら本実験では試験筏の附近に他に養殖用筏が

なかったことやp 貝掃除を行わないものも龍だけは他の貝と同様に月 1田は取換えたものであり，
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実際の護殖に於てはこの事を考慮に入れる必要があると考えられるが長崎県に於ける如く，養殖場

に余裕のあるところでは，母只の収容数をあまり少くしても左程効果がないと考えると共に貝掃除

については，空中露出時間の貝体に及ぼす影響等とも関連して，今後更に研究を要するものと思考

する。

要 約

1) 養殖方法(金網範の収容密度及び貝掃除の回数)が母貝の成長に及ぼす一彬響について検討

し7こ。

2) 養殖詰の収容数 20佃乃至 100イ聞の問では，収容数の多少によって成長に差は認められな

し、。

3) 貝掃除の回数とほ貝の成長との関係は L(U.V.L)及び D (Depth)には認められなレが，

B (H.L)に於ては全く行わないものは成長が悪し、。



民珠養殖における垂下様式と民珠の

容き及び色にJついて牢1)

山 !コ 安立
玉三L

国立真珠研究所

真珠養殖における垂ド様式は一般にし、わゆる金網平籍に収得する方法が長く行われてきてし、るが

近年これにかわるものとして¥，、わゆるトランク箆，モツエ竹吊り，縄吊り， (註)等一連の改

良された様式が案出され普及されてゆく傾向に£る。当業者はこれら改良された様式によるときは

明らかに真珠の巻きがよL、と諮ってゐる。筆者はこの点について試験を行L、二三の知見を得たので、

その結果を報告する。

材料及び実験方法

実験に供した材料は昭和初年 6月挿核合行った施術貝 (2年生アコヤ貝)である。これにつL、

て竹吊り，縄吊り，ピニールトランク範，モツコ及び金網籍(尺5寸 13本掛)の 5種類の垂下様

式を用いて 30年 7月から問年 12月までの 5ヶ月間に亙って大村市玖島崎地先におレて試験た行

った。尚養殖に当って垂下深度は海関下 1.Sm (竹吊り縄吊りはその中心が1.5mの位置にある

様にした)とし貝掃除はできる限り同じ条件のもとに 3月上旬に2回実施し，金網寵につし、ては貝

掃除と同時に籍の交換も併せて行った。真珠の採取は 12月上旬に実施した。

実験結果

浜上珠につし、て各垂下様式ごとに色を分類しその出現数を示すと第1表の女1)くなる。

第 I表真珠の色の出現数

竹吊り
純吊り
トランク
モツコ
金網箆

註( )は%

トランク箆金網箆に 4~5 段の区画を作り貝を収容しこれを縦に垂下するものO

モツコ:介殻に穴を明け針金叉ビニール線等を通し金網の板に 2~3 列に並べ固定するものO

純I弔り 介殻に穴を明けナイロン糸さ撃を通し長さ約 1mの縄に結びつけるものO

161(68.5) 
126(66.7) 
42(54.5) 
87(60.8) 
53(65.5) 

68(26.8) 
56129.6) 
28(36.4 ) 
40(28.0) 
21(25.9) 

7 ( 9.1) 
16(11.2) 
7 ( 8.6) 
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ホワイト系|クリーム系 グリーン系;浜上王手、総数

* Kazuto Yamaguchi. The infiuence on color ancl tbiclmess of pear1-1ayer of cultured pearls 
caused by suspension styles. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 1: 22-24. 1956 

1) 国立真珠研究所業績.No. 6. (図立真珠研究所報告 1: 22-24 昭和 31年 9月)
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第 1去より各悼式につレて真珠の色の/:[:f，現率を x2一法により比較検定すれば第2表の如くなる。

第 2表 ;);2 の表

iホワイト系|クリーム系!グリーン系
/片品り
細品り
トランク
モツコ
金網縫

0.53 
0.14 
1.22 
0.33 
0.01 

0.29 
0.06 
1.58 
0.05 
0.21 

-
1
0
“S
A
の
O
H
b

n
O
4
A
円

J

氏

U
'
D

••••• 唱
ー
の
血
ハ
U
d
a
τ

ハり

Z52ニ 14.01 11=(3-1)(5-1) =8 

P， {X2> 14.01} >5~も

各様式問に 3 系統の色の 11'，現率は危険率 5% で差~，;._認められなし、。即ち或る様式にとくに或る

系統の色の真珠が多い又は少し、等の事は云えなし、であろう。次に各校式により養殖した真珠の巻き

を真珠の 1個当りの平均重量で示すと第3表の如くなる。

第 3表真珠の EEJi主

ホワイト系 クリーム系 グリーン系

詰ま!ノifr f白 1) 0.122(59j i 0.129(24) 0.150(6 

織ト ラ品ン クI7 00..11 00..112224(29 1 ) 00..11323 5 3 4 

モツコ 0.1 0.131(( 13 01339 
金網 2ZG 0.115(26) 0.121( 5) 0.15012 

竹品り 0.114(43) 0.123(22) 0.175(4) 
級品り 0.114(42) 0.119(16) 0.150(2) 
トランク 0.119(21) 0.130110 

ゾ lモツコ 0.122(31) 0.133(12) 0.167(3) 
金網書官 0.10617) I 0.114(7) i 0.150(2) 

竹吊り 0.117(59) 0.124( 7) 0.100(1) 
オ 純品り 0.117(35) 0.116(19) 0.150(2) 

サ トランク 01388 01139 0.167 334) ) ) 
モツコ 0.127(26) 0.140(15) 0.175 
エ金網箆 0.110(10) 0.111( 9) 0.167( 

註( )は秤量{回数

第3表よりホワイト系及びクリーム系の真珠につし、て各様式間の重日:の差を F検定法によって

検定すれば万0・σ2=0 F=303.6j22.0=14.03: F4
4(0.05)=6.39となり， 5%の危険率をもっ

て右意の差が認められる。又金網績を除き竹吊り p トランク，モツコによる巻の差について F-i九

定を行えは Hoσ2=0 F=192.4/52.5=3.66: F3
3(0.05)= 28とたり 5%の危険率で有意の

られなし、。即ちモツコ， トランク，縄吊り，竹日りに比較して在来の金網舗の場合に

珠の巻きが劣ると云える。

摘 要

l 茄;術貝養成においてその垂下様式(縄吊り，竹吊り， トランク，モツ二J，及在来の金網詣)

が真珠の色及巻きに如何に影響があるかについて検討した。

2. 真珠の色については x2一法により各様式によってその出現率に差は認められなかった。



24 国立真珠研報告 昭和 31年

3. 巻きは I個当りの平均重置によって F検定を行えばそツコ， トランク，縄吊り，竹吊り

の様式によって得た真珠には差は認められないがこれ等に比較して金網龍養殖の巻きが悪し、左云

える。



大村地先におけるアコヤガイ (Pinctadlαmartensii)

の成長と貝殻の外部形態*1)

太 田 繁

凶立主主珠研究所

現在アコヤガイ (P閉じtad'l martensii)による真珠養殖に使用されてし、る母貝には，養補貝と天

然貝(自然棲息の貝)とが為るが，母貝の条件としては，手に入れ易く，施術が容易で，しかも真

珠質の分泌が良く吏に♂寅の良L、珠の出来ることである。

母只に((~み"のあることは施術がやり易L 、上に，大きな核を挿入したり，挿核数を多くするこ

とが出来るため，膨みのある母貝を養成することは真珠養殖業の重要な一部門で為る。

大村湾では大正6，7年 (1917，'18)の引続レた冷害のため母貝の大部分が舞死したので，大正

8年 (1919)に三重県産の母貝が 2850貫程移殖され(田口(l))，又その後も手持母貝の不足とかそ

の他の理由で若千の移入はあったが，元来大村湾にはアコヤガイが欝産する関係から当地方の業者

は専ら母貝を大村産の天然貝に依存し，これを暫時養殖して使用している。しかし大村湾産の天然

貝は膨みの点において三重県産に劣るとして優良母貝の養成が強く望まれているc

斯る見全uから母貝養殖の研究に若手するに当り，予備調ftとして大村湾産のアコヤガイの外部形
態並びに成長度につき調査する必要があり，本調査を実施したが二，三の知見を得たのでこ〉に報

告する。

本調~は当支所におL 、て昭和 29 年より翠 30 年に豆り行ったもので，その間材料の管理等につ

いては丹下，山口，片田，村上，永田の諸氏の協力を煩わした。

報台に当り，調査の端緒を与えられた小関投宮，調査な命ぜられ且つ助言を賜わった高山所長に

感謝の意を表し，本稿の周密なる校聞の労を執られた吉田裕博士に謹んで、感謝の意ネピ表する。

I 材料及び方法

本調査に使用した材料は，昭和28，29， 30年に夫々採苗し，金網籍に収容して中層に垂下養殖

した養殖貝及び第1図の A，C地点に自然棲息してし、た天然貝並びに之等を前記養殖貝と同一条件
のもとで養殖したものである。

測定に当つては附着物を除去(普通行われている貝掃除と呉り，附着物の除去のため殻形に変化

を生じない様に端先には特に注意した)してから，第2図の通り殻長 (L)，殻高 (H)，殻幅 (B)を

キヤリバーで 1/10粍まで測定し(浮滋仔貝及び附着初期のものは Micrometerを使用)，貝殻内

の容積は丸川式砂泥湖汰器の箭番号四で儲別した砂粒を足糸禽 (Byssalnotch)から充鯨し，之れ

をシリンダーに移して計量した。

* Shigern Ota. Obse了v;)tionson the growth ;)ncl ex十ernalcharacter of pearl-oyster in Omura 
bay. Bnll. Natl. Pearl Res. Lab. 1: 25-40. 1956 

1 ) 国立真珠研究所業績， No. 7. (国立真珠研究所報告 1・25-40 昭和31年 9月)
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←一一一一一L一一一一一今

争乙

対

モ-a-+

第 2図 アコヤガイ貝殻の測定部位

L 起草鈴線F長さ。 H 殻高o B:殻*話。

第 11濁 材料採集地並びに養続試験地略!ぎ! A.D 背縁部0:長さo PD 背縁後音s(T;長さ。

II 底棲初期の成長と貝殻の外部形態

A. 附え当時の大きさ

昭和初年7月末より 9月上旬に亙って，第 1闘の A地点に出現した成熟浮慌仔只並ひ、に底棲生

活に移った仔貝の原殻 (Prodissoconch)の大きさを測定した討果によると， [府議は凡そ穀長 200

250μ，殻高 185-235μ で，小林等(引のタンク内人工飼育のものに比L，あまり差はなかった。

尚採集した浮世浮仔貝の最大のものはお月 5日の殻長 280μ，設高 244μ で、あったが，浮世仔貝

出現期間中の大形の浮波成熟仔貝並びに附着Jりot'JjO)原殻の測定値は附表 1Vこ示す通りである。
B. 後生鼓の生成

底棲生活へ移行後分担、生成される後生殻 (Newdissoconch)には，この貝の特徴である稜柱質の

殻質や真珠層が形成される。

(1) 稜柱層 (Prismaticlayer) 

後生後の生成に当って p 右設の原殻に接して分泌される殻質には直ちに稜形の網目模様が認めら

れるが，左殻には蝶鮫線 (Hingeline) の長さが約1粍前後にeなって初めてこの模様が認められ

(観察した最小形は蝶鮫線の長さが1.005粍で、あった)，その出現に当つては原設との劃線部から

遠心的に順次貝殻縁辺部に及ぶのではなく，先ず援縁部 (Ventralmargin)に現われp 次に鷺心部

(Beak cavity)や新しく殻質の生成される貝殻縁辺部に及ぶ。

網目の大きさは，その形成される部位によって足り，腹綜部のものは窟心部のものに比し大形で

ある。

(2) 真珠層 (Pearllayer) 

真珠質の分泌は両殻に完全に稜形の網目状模様が現われるよりもよ手く，蝶鮫線の長さが 0.7粍前

後から分泌沈積されるのが認められた。

(8) 鱗片状突起
貝殻の上に鱗片状突起の薄片が認められた最小形は殻長1.464粍 1 殻高 1.268粍のものであっ

たが大部分は成長度の急に増加する殻長 2-8粍前後になってからで，先ず左殻に現われる。
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(4) 貝殻の着色

殻に色が現われる時の大きさにつし、ては出来るだけ観察をlE確にするため緑色系統のものにつし、

て行ったが，色が認められたのは蝶鮫線の長さが1粍前後になってからで，何れの場合も左殻が右

殻より早かった。

以上の様に後生設の網目状模慌の形成(真珠層は明らかにすることが出来なかった)，鱗片状突

起の薄片の出現，殻の着色状況が左右両殻で異ることは左右外套膜 (Mantleiの分担、機構と関連し

て興味のある点と考える。

(S) 足糸笥 (Byssalnotch) 

足糸嵩は附着後間もなく(凡そ殻長 0.333粍，殻高 0286粍)右殻に認められる様にtcる。

太閉一 大村地先におけるアゴヤガイ (Pinctadα削 arlensii)の成長と貝殻の外部形態9月

底楼初期の貝殻の外部形態

足縁謁
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C.成長
底棲初期の成長度を知るために，昭和30年における成熟浮世浮仔貝の出現終期に近い 8月 14日

に第 1図のA地点に採苗器を設-{置し， 9月 15日取揚げ，測定した結果は第3図の通りで為る。

人工採苗による稚貝はA地点の水面下約1.宗米に垂下した杉葉に附着したもので，天然稚貝はこ

の採苗筏より約SO米程離れた岸寄りの平均水深約1.5米の砂磯地帯に設置した石に附着したもの

である。

この測定結果(人工採苦による稚貝 180{I目。天然稚貝 120佃測定)からして附着層の相違によ

り附着後の成長に大きな差を生ずること並びに殆んど同一時間に附着したものと推定されるにもか
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第 3~認稚只の成長図(附着後約 1 ヶ月)。

実線・人工採苗(附着器 •• .杉業)による稚貝(測定数 180倒)
点線:天然稚只(測定数 120個)

かわらず人工採苗，天然貝ともに個体間に大きな差があることが分る。

尚中層に垂下した附着器に附蒲したものもその附着器の樽類(杉葉と貝殻又は石)によっても相

違を生じ，貝殻の附着器に附着したものは杉葉に附着したものより成長が良かった。

D.殻形

底棲生活へ移行後は背緑部 (Dorsalmarξin) の両端部が張り出し，浮世宇生活中の長楕円形から

方形に近くなるが，貝殻の伸長はや h 後腹縁の方向に偏すること，足糸嵩の形成，耳部 (Ear) の

発達の程度，左殻が右殻に此し大きくなり又殻片の湾曲度も強いこと等により小林等山の幸巨告の通

り貝殻は前後，左右不相称 (Asymmetry)となる。
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第 4図 底棲初期の殻長と殻高の関係
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第 2表 底棲初期の成長に伴う殻形比較値の変化 ( )内数字は天然貝

A DjP.D 日jLx1ω 

(L) I (No.) :vIean S.D Meal1 S.D 

mm  32 2.182 0.2399 81.82 5.529 
1~ 1.9 ( 3) (2.217) (77.20) 

2~ 
45 2.593 0.2356 83.07 4.315 
(14) (2.541) (0.2337) (74.27) (4.533) 

3~ 
24 2.881 0.2159 84.74 5.069 
(22) (2.679) (0.2692) (76.14) (5.020) 

4~ 
25 3.095 0.3494 89.11 4.622 
(23) (2.733) (0.3884) (75.01) (5.291) 

5~ 
26 3.301 0.3259 89.25 5.469 
(10) (2.979) (74.92) 

6~ 
24 3.324 0.3366 90.89 3.622 
( 9) (2.858) (75.59) 

7~ 7.9 I 32 3.440 0.3383 94.58 7.658 
( 4) (2.965) (77.65) 

成長に件う殻長(L)と殻高 (H)，蝶鉄線部の殻頂 (Umbo) より前の部分 (Anterioτdorsal

margin)と後の部分 (Posteriordorsal margin)の長さの関係は第4図，表2の通りである。

A地点には約5万個の養殖中の成貝があり又僅かで、あるが天然貝が棲息している。昭和初年に

出現した浮瀞仔貝が之等の両方の皇室卵によるものか又は養殖貝か天然貝の何れかに限られるか，或

は他の海区から浮、治して来たものかは明らかでなし、。しかし乍ら，何れにしても浮悦生活から底棲

生活への移行に際し，附着物及び附着層の違いによって殻形に相違の生ずることは第4闘で明らか

である。

中層に懸垂した杉葉や貝設に悶着した人工採苗による貝は生育につれ HjLの値は大きくなり，

父殻長の部分成長比 (P.DjA.D)も天然貝に比し大きレこと等が両者の相違点として挙げられる。

III 椎貝の成長度並びに成長に伴う殻形の変化

A. 稚貝の成長度

昭和29年夏B地点(第1図参照)で採苗した稚貝を同年11月A地点に移殖し，引続き中層に垂

下養殖したもの〉翌 30 年 2 月(発生後 5~6 ヶ月目)以降 11 月迄の間の成長度並びにA地点にて

向年2月採取した天然稚貝の大きさは第5図の通りである。

これによると人工採苗による稚貝が天然稚貝に比較して大きレこと 5月より 10月迄は成長が

顕著で而も順調であるが， 11 月上旬垂下層の水温が 16~180C に降ると成長が鈍く，殆んど停止

してし、る。

B. 人工採苗稚貝の成長に伴う穀形の変化

人工採苗による稚貝の成長に伴う殻形の変化な知るため前述の稚貝を毎月測定し，殻7与を比較検
討した。

(1 ) 殻長 (L)と殻高 (H)，殻幅 (B)の関係

HjL， BjLx 100の月別の変化は開表2に示す通りであるが，これによると HjL，BjLx 100 

の数値は成長するにつれ大きくなり，特に 8 月になると(殻長::l5~45 粍)殻高は殻長より大きく
なってし、る。

殻長が殻高，殻幅に比し比較的に長レのは底棲初期から引続き若年時に亘つての特徴であるが成
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第5図稚只(発生の翌年における)の成長度

実線:人工採苗による稚只。点線天然稚貝oM:平均値， ()内は天然稚貝(mm)・

長するにつれ HjL，BjLx100の数値は大きくなり，稚貝時の特徴は次第に失われる。

尚殻長の同じものにつし、て比較すれば，発生後の日数の多いもの程 HjL，BjLx 100の髄は大

きくなっている。

(2) 殻長 (L)，殻高 (H)，殻幅 (B)の関係

人工採苗稚貝の成長に伴う L，H，Bの関係を三角座標に示せば (L，H， Bの測定値の総和に

対する夫々の値の百分率を算出し，三角度標に記入し，その一部を拡大した)第6図の通り，鼓形

の変化が一層明らかである。

C. 環境の相違に図る殻形の相違

環境の相違が殻形に及ぼす影響を知るため前年発生した天然稚貝と人工採苗稚貝(材料は稚貝の

成長度測定に用レたものに同じ)の 2月における殻長 (L)，殻高 (H)，殻幅 (B)を測定し，HjL， 

BjLx100を計算したがその結果は表3の如く，天然稚貝は人工採苗稚貝に比し HjL，BjLx 100 
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B 

第6図 人工採筒による稚貝の発生翌年における成長に伴う殻長 (L)，殻高 (H)，殻幅 (13)，の関係。

数字は測定の月を示すO

第 3表人口採苗による稚只と天然稚貝(発生後 5-6ヶ月)の殻形の比較

月日J11 殻L (mm長) 測N定o数 H/L B/Lx 100 

Date 
Mean S.D Mean S.D 

10~ 5 0.810 25.12 
15~ 15 0.814 0.080 23.53 1.569 

Cultured 20~ 39 0.851 0.055 24.68 2.357 
25~ 31 0.838 0.057 24.94 2.352 
30~ 10 0.8?B 0.046 26.09 2.138 

26/11'55 
10~ 16 0.789 0.049 21.19 1.656 
15~ 38 0.800 0.062 20.92 2.136 

Natural 20~ 32 0.808 0.072 21.66 2.188 
ヨ5~ 9 0.813 21.60 
30~ 4 0.805 21.52 

~n 

の数値が小さく， Lが H，B に比し長レのが特徴になってレるc 即ち天然稚只は人工採苗稚貝に

比べ稚貝時の特徴が一層顕著で、あり，このことは前述の底棲初期の場合と同様に人工採苗による稚

貝と天然稚貝の相違点である。

L， H， B の関係を三角度標に示すと挿図7の通り，人工採苗による稚貝と天然稚貝の殻形に大

きな相違があることが一層明らかで為る。
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の関係比較。

C:人工採直による稚貝o N 天然稚貝

B 

D. 環境の変化に伴う殻形の変化

浮悦生活から底棲生活への移行に際

しp その附着の垂直的位置即ち中層か海

底かにより，底棲初期の稚仔の殻形に相

生ずることは既に述べたところであ

るが，天然稚貝の附着層を人工採吉良同

様に中国に移すことによって殻形に如何

なる変化を及ぼすかを知るために試験を

実施した。

材料は昭和30年5月C地点より採取

した天然母貝に附着してし、た稚貝(昭和

29年発生)を母貝から剥離して，人工

採苗稚貝と問一条件のもとに垂下養殖し

6月上旬更にその中から人工採苗稚貝の

殻長度数分布の多し、階級に該当するもの

(殻長部，O~29 ， 9 ， 30 ， O~34 9粍)を

撰Jlljし，引続き中層に養殖して人工採苗

稚貝と殻形を比較した。

試験開始の6月から終期の 11月迄の各月の人工採苗，天然稚貝の HjL.BjLx 100の数植は前

掲の附表2の通りである。これによると試験開始当初の殻形は人工採苗貝が殻長25粍及び30粍の
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第 8図 中層翻Eに移した天然稚貝(点線)と人工採高による稚貝(実線)の発生
の翌年における月別の殻形の変イじ比較。
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階級の HjLが (0.930，0.S53) であるのに対し，アデ然貝は (0.886，0.911)で， B/LX 100は人

工採苗貝が夫々 (28.67， 29.47) でふるのに対し天然貝は(之3.69，25.20)でp 天然貝は人工採苗

貝に比し殻長が長く，殻幅が薄い天然貝の特徴が顕著で、ある。爾後養殖日数の経過と共に天然貝の

日jLの数値は急に増加し， 8月には人工採苗貝と殆んど差は認められなくなっている。しかし乍

ら B/LX100 の数値は増加率こそ人工採苗貝のそれより大きかったが尚人工採苗貝には及ばなか
った。

;だ然稚貝を仁['J出養殖した場合の先立形の変化。コ状態た三角座標に示せば節ι閣の通りで以上のこと

が一層明らかとなる。
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M 
C =24，6 
礼A~工9. 口

N.c三.0，7
-'-ーーー由国同日司ーーーー

叩 m
起きg
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第 10 図養殖成貝の月別殻形(T~， H， Bの関係)の比較。
数字は測定σ二月を示す。

昭和 31年

し、殻形にはあまり変化がなく，ほジ

相似形の成長をすることが分る。

L，H， Bの関係、を三角座標に示

ぜば第 10関の通りである。

C. t魚、場の相違に因る殻形の
相違

漁場の相違が殻形に及ぼす影響を

知るために前述の養殖成貝，天然成

貝 (A，C全[iJ点より採取したもの)
の6月における殻長 (L)，殻高 (H)，

殻幅 (B)を測定し， H/L， B/LX 

10 )の数値を比較したがその結泉は

表4に示す通りである。

これによると天然成貝は A，C地

点の何れのものも養殖成貝に比し

日/L，BjLx100の数値が小さく，
殻長が長く，殻i揺が薄いことが特徴

主なってし、る。即ち天然成貝は稚貝の場合と同様に養殖成貝に比して稚貝時の特徴が永く遺る。

因に養殖，天然貝 (A地点にて採取)の内容積合測り，殻長と内存1賓との関係を図示すれば第
11図の通りである。

第 4表養殖，天然只 (1953発生，発生後 21-22ヶ月)の殻形の比較

月日
Date 

15/VI'55 I cl 

¥[ atl1rall 

金リ 41 

'" A司

26 
54 
17 
2 

33.90 
1.り刷 1 0.158 34.24 
1.023 I 0.107 32.87 

0.127 33.12 

1.028 0.084 30.43 
0.994 0.054 29.89 
0.948 0.076 28.47 
0.940 30.50 

3.047 
2.667 
2.673 

3.254 
5.297 
4.598 

3.200 
2.867 
2.961 

尚A地点と C地点の天然成貝を比較すると，大村湾における天然貝の好漁場とされているC地点

の貝は H/L，B/Lx100 の数値がA地点のものに比較して養殖成貝に近い数値を示してし、る。

養殖成貝と天然成貝の L，H， Bの関係を三角座標に示せば第12闘の通りで，以上のととが一

層明らかに分る。

D. 環境の変化に伴う殻形の変イじ

前述の通り天然貝の殻形は人工採苗貝に比して殻長が長く，殻幅の薄L、稚貝時の特徴を呈するが
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第 11図殻長 (L)と貝殻の内容積(C)とあ関係。

け

L 

15 

令ーーーーーー
同4.5

í111~ 図 漁場を異にする天然貝の殻長 (L).殻高
(H)，殻幅 (E)rJ;関係上b較 (VI.'55) 

N.A 第 I図のA地点における天然貝
N.C 同上 C地点における天然貝

C 向上 A地点における養殖貝

8 

天然成貝を養殖成貝と同様に中層に垂下養殖することによって殻形にどんな変化を来すかを知るた

めに A，C地点で 5月に採取した天然成員を養殖成貝と同一条件のもとに垂下養殖し，成長に伴う

殻形の変イじを比較した。各月の天然成貝の H/L，B/Lx:OOの数値は前掲の附表3伝通りである。

これによると養殖成貝は前述の通り，試験期聞を通じて殆んど相似形の成長をし(第 10図参照)

』らまり変化は認められなかったが，天然成貝は養殖成貝と同一条件にすることによって養殖成貝

に比し成長率は大きく且つ成長につれ

H/L， B/LXlOOの数値も僅かではあ

るが大きくなり，次第に天然貝特有の

稚貝時の特徴が失われることが分るc

しかし乍ら H/L，B/LXIOOの数値は

尚養殖成貝には及ばず，天然稚貝が人

工採苗貝と環境を同じくすることによ

って急速に人工採苗貝と近似の殻形を

するのと比較して大きな相違がある。

A地点で採取した天然成貝を中層養

殖した場合の月別の L，H， Bの関係

を三角座標に示せば第 13図の通りで，

養殖成貝の場合と比較して月別の変化

に一定の傾向があり且つ変イじの度合は

大きかったが稚貝の場合程に大きくな

いことが明らかである。

L 

H 

50 45 40 

第 13 図天然貝(発生後約 21-_'2~ヶ月)を中層養殖した
場合の殻長 (L)，殻高 (H)，殻隠 (B)rJ;関係比較。

数字は測定の月を示すO

B 
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V 母貝養殖に関する考察

長崎県における真珠養殖の母貝の供給地である大村地先のアコヤガイの成長度並びに殻形につい

ての調査結果は前述の如くでふる。成長度が年によって多小相違することは当然であるが，養殖貝

と天然貝との相対的な関係は左程相違がífj~\，、ものと考えられるので」応前述の調査結果に基L 、て現

在長崎地方で行れてし、る母貝養殖に関する考察を試みた。

大村湾¥特に大村地先にはアコヤガイが欝産するため長崎県における真珠養殖業者は-この例

外を除き他は全く天然貝によって悶:貝の需要:合充たしてし、る。この天然貝(普通2年ものと称され

ている)の大きさは 200-300掛で，これ等J3、撰別することなく混入したま〉で取引されてレるが

平均して 250掛位のもので，これ等の貝に直ちに施術することは困難である。漁場は一般に浅L、の

でp 貝の採取は志摩地方と違い員扶みが使用されるから，採取時期は海の潜んだ時期で，しかも冬

期の水温降ドによる舞死な考慮して主として1l~12 月に行われ， 3~5 月には極く稀に行われる。

従って真珠養殖業者は母貝の購入後直ちにこの貝た避寒し，早L 、もので翌年の 7~8 月頃まで，大

半は9月以後，更にもうー冬避寒して施術貝主して使用してし、るのが現状である。

第 14閣はアコヤガイの成長治線を示したものであるがp この図でも分る様に人工採苗による稚

貝は8月の採苗時期から翌年の 11月に至る養殖期間約 16ヶ月で平均殻長沼.1粍，設高.'1.'1.5粍，

殻幅 18.4粍，約 150掛となり，普通2年ものとして取引されてし、る天然貝は 11月の購入時期か

ら翌年の 11月迄の約 13ヶ月間で平均殻長 57.6粍，殻高 60..'1粍，殻幅 19.0粍 (C地点にて採

70 

副 ι

る. L 

令。

30 

20 

10 

採

苗

一一一一稚 貝一一一一〉く一一一一成

主主 11 選

寒 11 寒

12 1 ~ 12. 1 

第 14図 アコヤガイの成長曲線。

細線は殻長，点線は殻高，太線は殻幅0

・養殖貝 (A地点)
. .天然貝 (A地点)→養殖 (A地点)
".天然只 (C地点)→養殖 (A地点)

J'! 

p.<> ， 
，d 

12 

month 

取のもの約 120掛， A地点のもの

約 140掛)で，殻長，殻高にはか

なりの相違が認められるがp 設幡

には左程の差は認められなし、(養

殖貝は天然貝に比し殻長，殻高の

割に殻幅が厚い)。 これ等の養殖

稚貝，天然貝を更に避寒し，翌年

80~100 掛位まで養殖する場合に

若年貝の成長力が旺盛なことを考

慮すれば，採苗から養殖まで一貫

して養殖した方が養殖期間の割に

好ましし、殻形の母貝が得られるこ

とは明らかである。又かりに天然

貝を養殖するにしても既に述べた

様に稚貝の時から中層養殖した方

が2年貝を中層養殖に移す場合よ

りも“膨みけのある貝が得られ，

有利で、ある。

現在長崎地方の母貝の需要が専

ら天然の成貝によって充たされて

いるのは天然貝が棲めて豊富であ

り又三重県に比し比較にならぬ程

に安価なためで、あろう。しかし乍
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ら真珠養殖に計画生産性を与え，企業に安定性を増すためには何時までも天然の母貝だけに依存す

ることは出来なレ。又膨みのある母貝 t;;:大量に確保するためにも経営の主体は例え変っても採百か

ら一貫してに養成が必要である。

本論においてはアコヤガイの成長の窃からだけ考察を試みたがp 真珠養稿と国:貝の供給の問題に

就し、ては今後更に母貝の年令と真珠質の分泌垂，採苗貝の養成と天然貝購入による場合の経費の点

等の関係を解明し，これを科学的な裏付として吏に検討する必要が為る。

VI要約

(1) 大村湾産アコヤガイ必成長と貝殻ι外部形態を調査し.)もそそ7くの点を明にしたo

A. 底棲初期に稚仔

1. 成熟浮挽仔貝の底棲生活への移行H寺の大きさは凡そ殻長 200~250μ3 殻高 185~235μ で

ある。

ヨ 底棲生活へ移行後生成される後生殻に税われる稜形の網開模様の形成，貝鼓外側の鱗片状の
簿片の出現 p 殻の着色の状況は左右の設で兵り，網目模様は右殻，薄片の出現，設の着色は左殻が

常に王手し、。

3. 底棲生活へ移行後間もなく設形は前後，左右不相称になる。

4 底棲生活への移行に際し，中層に附着したものは海底に附着したものより成長がよレ。

汽. 底棲初期。〉稚仔は殻長が殻高より長し、。

6. 底棲生活への移行に際し，中層に附着したもの(採苗→養殖)と海底に附着したもの(天然)

とは附着後殻形に差異を生じ，海底に附治したものは中層に附蒸したものに比し H/Lの値が小さ
し殻長が比較的長レのが特徴であるc

B.稚貝

1. 採苗器を設置して人工的に採苗した稚貝は3天然産の稚只より成長がよL、。
2. H/L， B/LX100の値は成長するにつれ大きくなり，殻長が殻高，殻幅に比し比較的長し、殻
形，即ち稚貝時の特徴は次第に失われる。

3. 天然産の稚貝は人工採l誌による稚貝に比し H/L，B/LxlOOの値が小さく，稚貝11寺の特徴
が顕著で応る。

4. 天然産の稚貝を人工採百による稚貝と同一条件で養殖すれば発生翌年の 9~11 月で人工採苗

による稚貝と殆んと近似の殻形に変化する。

C. 成貝 (2-3年貝)

1. 養殖貝は天然貝より成長がよし、。

2. 成貝の成長率は稚貝に比較して劣り，特に生殖腺の成熟時期には成長は殆んど停止する。

3. 養殖貝は成長に伴レ殻形に殆んど変化がなく， ほぼ相似形の成長をする。

4. 天然貝は養殖貝に比し H/L，B/LXlOOの値が小さく p 稚即時の特徴が永く遺る0

5. 1骨、場により殻形に相違が為る。

6. 天然貝を養殖貝と同一条件で約 7ヶ月間養殖した結果 H/L，B/LXlOOの値は成長につれ
幾分養殖貝に近くなるが尚顕著な差があり，天然稚貝が養殖することにより急速に養殖貝と近似の

殻形をするのと大きな相違がある。

(II) 最後に大村湾で現在行われている母貝養殖に関する考察を試みた。
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回口長次郊 19刊 真珠貝遠距離船輸送試験成績に就いて，水産研究誌， 15 (1川

2 小林新二日s，結城了伍 '952 アコヤガイ (Pinctadαmart仰 sii)ITタンク内人工主任育， 1守木水産学会誌，
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3 猪野峻 1953 あわび，東京.

4. i'言問 裕 1953 浅海産有用二枚貝の稚仔の研究， 71<:産言語習所研究報告， VoL 3， No. 1 

附表 I 大形成熟浮世草仔只と附着初期の原殻部の大きさ (mm)

Full grownveliger Podissoconch 
Date Date 

Length Helght Length Height 

Ang. 4， '55 0.240 0.214 九ug.15， '55 0.202 0.185 
0.244 0.219 0.206 0.192 
0.244 0.226 0.208 0.196 
0.244 0.226 0.214 0.190 
0.248 0.226 0.214 0.202 

0.250 0.226 0.214 0.202 
0.262 0.238 0.214 0.202 
0.268 0.245 0.214 0.202 

H 5 0.232 0.214 0.214 0.202 
0.238 0.232 0.215 0.202 

0.262 0.232 0.215 0.205 
0.262 0.238 0.220 0.202 
0.262 0.238 0.220 0.202 
0.280 0.244 0.226 0.202 

H 8 0.232 0.214 0.226 0.202 

0.238 0.220 0.226 0.208 
0.244 0.226 0.226 0.208 

H 10 0.232 0.214 0.226 0.212 
0.238 0.220 0.226 0.212 

H 11 0.232 0.214 0.226 0.214 

0.232 0.214 0.232 0.202 
0.238 0.217 0.232 0.214 
0.244 0.220 0.242 0.226 
0.250 0.224 0.250 0.226 
0.250 0.232 0.250 0.236 
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民珠袋形成に関寸る研究

特に秋と初冬に作業を行った場合に就いて*

三~".
同 木 品交

'lTI" -i:真珠株式会社研究部，三重県浜島町

アコヤ貝 Pinctadamartenii (Dunker) 女母呉とした真珠養殖に於て，挿核作業は主に夏場行

うが業者によっては， 11月初旬頃迄作業を続けるところがある。 真珠袋形成に関する Kawa-

kami (19臼， 1953) の報告に依れば，その形成速度は時期によって異なると云うが， 10月以降に

作業念行ったものに就いては観察が不十分である。此灯時期¢観察も，作業を続けてL、る業者に左

って E 作業貝の取扱上，極めて意義為るものと信じて.特に 10月 12日と 11月5日に挿核作業を

行レ，その察観を行ったので設に其の結果を報告する。

止to::研究に当り，終始御援朗と御指導ざど頂いた国立真珠研究所所長高山活夫氏並びに中原間，町

井昭両所員に深甚なる謝意を表する。又，御校訂キピ賜わった北大牧野f左二郎教授に深謝する。

材料及び方法

アコヤ貝 P1:ndada martιnsii (Dunker)は浜鳥産の3年貝ざい用L、作業員及び pleceの切り取る

場所，そして，大きさ等は一定にしておき，作業後の貝は水深 3mの所に垂下し samplingは細

心の注意を払って行った。使用した核は， 10月12日作業のものは，大きさ1.4分(約 4.3mm)

の石灰核令用い， '11月5日作業のものには， 1. 4 /，.十~1.6 分(約 4.3~4. !=l mm) のパラフイン核を

用いた。組織の固定は主にホルマリンの緩衝液7行い，染色は デラフィルドのヘマトキシリン及

びエオシンの二重染色と，マロリーの三重、染色を併用した。

観 察

1) 10月 12日(水温 220C)に作業安行ったものに舟L、て

作業後3日目の移植された mantlepiece (1'状態は，細長く三日月形に拡がっており，内面上皮

は部分的に消失してL、る。拡がった pieceの周辺部アは，或部分に於ては生殖巣組織とロフ融合が

完全の様ボ、あり，外面上皮の増殖も精認められたが伺の部分では pleceの結締組織が生殖巣組

織の上を旬旬する様に伸びており境界が明らかで，外面上皮の増殖が全ど認められなかった。筋肉

東の解体は周辺部に於てオつづかに認められた。 5日後予は piece の周辺部の結締組織が伸びて，

生殖巣組織と融合し，それより先に外面上皮が生殖巣組織の上宏伸び，筋肉束の解体は全体的に認

められp 内面上皮は全ど消失してL、る (Fig.1). 9日後になると外面上皮は更に伸びて，核の約半

， Shun Aoki. Formation of the pearl-sac in the pearl-oyster (P同 cladα 閉山.te勿sii)，with 

reference to the aut11mn and earJ)ア winterpearl-culture. ，;Yith English summarア， p 43. BulL Natl 
Pearl Res. Lab. 1: 41-46. 1956 

(国立真珠研究所報告 1: 41-46 昭和 31年 9月)
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分を覆う様になり，それに伴って p，ece の結締組織も伸び，その合間に解体さわした筋肉束が繊維
状になって残ってL、る。 pleceと生殖巣組織との融合は安定しており pieceの移植されたと思

われる部分の外面上皮及び結締組織は，両側に伸ひ、たそれに比べて幅が広い (Fig.2)" 15日後の

もので蛤めて真珠袋が完成されている個体をみる。真珠袋は一層の細胞層より成るが部分的にそ

の厚さが異なり，一番，他に比べて， J享し、細胞層の下側には，いまだ pleceの結締組織も，筋肉

束も解体されて細長くなって残ってL、る。 (Fig.針。時に水温は 210Cであった。イ固体差があるの

で 17日後でも，まだ完成されていなし、ものもあったが， 19日後では4個体の内2個体が完全に真

珠袋を形成していた。 21日後では袋の薄い部分も次第に厚さを増し，有機質が核全体に分泌され

ているのをみた (Fig.5)0 25日後になって，始めて真珠物質の初期の沈着らしきもの宏観察した。

(Fig. 6)0 31日後でも pieceが移植されたと思われる部分には pJeceの結締組織の名残りが僅か

にみられ上皮も他に比べて僅か厚かった。然し次第にその厚さが均衡化されて来た状態が窺われ，

真珠物質の沈着が観察された。 (Fig.7)0 40日後では，真珠袋は一層の細胞層よりなり pieceの

他の組織の名残りが全々みられなし、。この時期には，真珠!畠出着は進行している。 (Fig.8)0 50日

後では上皮の厚さも 9~17μ で，ほジ一様になったc 時に水温は 160C に下ってし、た。

2) 11月5白(水温 200C)に作業を行ったものに就し、て

作業直後， pleceの状態には勿論変化なく，デラフィルドのへマトキシリン及エオシン染色で青

紫色に染まった，粘液が pleceの周辺部に観察された (Fig.9)0 6日後の状態は 10月作業の3日

後のものに似ている (Fig.10)0 13日後では plec巴の結締組織が生殖巣組織と融合し，外面上皮

の増殖に伴って伸びてしる。すでに有機質が分泌されてし、るのが観察さわし.筋肉来は全体的に解体

し，内面上皮は，全々みられなし、 (Fig.11)0 16日後では上皮の増殖が13日後のものと比べて絹

進んでおり (Fig. 12)，マロリーの三重染色で分泌物をみるとオレンジと赤の頼粒で薄繋にみえる

帯の中に青レ線が所々にみられた。 20日後の状態は 10月作業の9日後の状態に似ており， 25日

後になると増殖された上皮は大体，核全体をどとりまき，真珠袋を形成する。 pleceの移植されたと

思われる部分には今だ結締組織も繊維状に残っており，上皮も他に比べて厚く有機質の分担、量も多

い， (Fig. 13)水温は 16.soCに下ってレた。有機質が核全体に分泌されてレる状態は 30日後の
ものに於て観察され， 43日後のものでは真珠袋の厚さはほゾ均衡化され，上皮のみで， pieceの他

の組織がみられなし、ので，移植された部分が明確でなL、。水湿の低下 (150C)により，分泌の状態

には， 30日後のものと比べて変Jじがなかった (Fig.14)。

考 察

周知の如く，アコヤ貝の生活力は水温の低下と共に逓減する。 )11上の真珠袋形成に関する研究で

も，真珠袋の形成速度は，其の時の環境水温に左右され，7](、福の高い時早く，低L、時遅し、と去って

し、る。著者の観察でもそれと一致し，真珠袋形成のみに就L、て， )11上の 7月作業のものと比べると

10月作業のものは約 10日後れ， 11月作業のものは約20日後れる結果で、あったc

さて実際問題として，手術後養殖漁場に移すまでの静養期間決定であるが著者は真珠袋形成日数

に基準をおき，少くとも真珠袋が形成される迄は静かな漁場に静養させるべきがよりよい結果を

めに妥当ではないかと考える。従って夏場(約 280C)であれば作業後 10日程も静養筏に

仮垂りすれば充分であろう，が秋(約 220C)だと 15日から 20日程置くべきで，更に初冬(約

20
0
C)に作業を行ったものはお日から約1ヶ月置かなければ真珠袋は形成されない，だが比の場

合は，避寒漁場への輸送等の問題が起る業者が多いと思われるので，実際にはその様に行かぬかも

知れぬが，此の意を含めて作業貝を取扱うに越した事はなし、と思う。
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以上，真珠袋形成日数以外に観察で興味方と得た事実は，上述の様に環境水温によって其の速度I，t

異なるが，移植されると，間もなく mantlepieceの上皮の増殖が始まる，其の際止じれは生殖巣組

織との融合が関係するのでふろうが，融合が早く行われた部分の上皮が他に比べて先に増殖を開始

し，恰もその増殖に方向性がある様な感を受けたの又だ泌に就し、てゾあるが， と皮の増殖がある程

度進むと有機質を合泌する桟能す持つ様になる。従って，核全体に先泌されるのは真珠袋と完成後

であるが}部分的な分泌はそれ以前に観察された。此れが所謂業者の "*81胞のつL、たあ2:"と云う

シミになるのではなかろうか。有機質の分泌と同様に真珠物質r沈着L 最初は， jf泌桟能の変化

を起した所から部分的に行われ，時間主ともにそれが全体に及ぶのではなし、かと考えられる。

要 約

アコヤ貝 Plωctadamal'tensii (りむnkeτ)左用し、て秋と初冬に於ける真珠袋J_)形成過程と初期の

分泌物に就し、て調べた。

1) 秋 (10月 12日)水温約四OCにおし、て作業:化行ったものは，真珠袋が完成される迄 15日

から 19Elか〉り，有機質の核全体に対する分泌は21日後のものに於て観察され，真珠物質r沈

着は作業後25日のものに於て始めて観察された。

2) 初冬 (11月5日)，水温約 200Cにおいて作業合行ったものは，真珠袋が完成される迄25日

から 30日か〉り，有機質の核全体に対する分泌は約 lケ丹後のものに於て観察され，真珠物質の

洗着は 43日後のものに於てもみられなかった c

Summary 

The nuclear insertion in the artlficial pear1 culture is genrral1y operated cluring a 

period from spring to eariy winter. Kawakami (1952) obs巴rvcd the formation of the 

P日 r1-sacmainly with the material operated in the warm season. Thc pre日ntstudv deals 

with the same subject with the materia1 opeτated in autumn and early winter. 

The resnlts ohtained are summerized as fo11ows : 

1) In the autum11 material operated on October 12 at the water temperature of 

220C， the mantb-cpithelium w出 founclcompl巴te1yenclosecl the nucleus 1.1 to 19 clays 

after operation， forming the弓O叩calleclpearl-sac. By 2.1 clays after operation， the cleposi-

ti.on of the pεar1 substa11ce which seems to he the secretion procluct from the p巴arl-sac

was first obscrvecl partly on t.he nucleus. 

2) In the early wi此ermaterial operated 011 N ovember .1 at the '.vater temperature 

of about 200C， the pearl-sac formation was fonncl completed 2.1 to 30 白ysafter op巴ration.

Thirty clays after operation， the secretion of the periostracal substaJlc色 wasobservecl 

wholly covering the outer surface of the nucleus， but the secretion of the substa11ce was 

detectecl partly 011 the 11ucleus， prior to the comp1etio11 of the pear1..sac formation 

Consiclerecl from the above finclings， it seems probab1e that t11e deposition of t11e 

pearl substance wi11 be made in the spring of the coming vear、

参 考文献

Kawakami. 1. K. 1952 Stuc1ies on oearl-sac formatio日.1.0ηthe regeneratiun ancl transplantaticn 
of thδmantle phce in the pearl-oyster. Mρm. Fac. Sci. Ky l1 ~hn. Univ. Jzcpan ser. E 
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(Biol). 1 : 8:3 R8 

一一~_. ~ 195:3 StLldies on pC'lri-sac fOTmation. II. The effect of w号tεrtemperature anc1 freshness 

。ft，-anspl:J.nt on pearl-sac 10 γmation. Ann. Zool. Jap 
Ojima， Y. 8[1') T. ¥Vaねnabe1958. Stllclies on thp peml-sac in molluscs. 1. Pearl-sac fo了m乱ti011111 

Sηhle宮el'汚ircsh、刊tcr111ussel 人nn.Sbcl. Kwansei Gakuin Ur、iv.1 : 1 7 

間版の説明

l':atc 1. 1)~向)秋 (22て)持核1If% を行ったものに就いて， 1)<1)

p'ece 0二変化， 4)~8) 分泌物の変化

~ ) 作業後 5日自の状態で， plece v;外面上皮の増殖を示すo x 13 

2) 作業後 9日自の口lece0二状態を示すo x 82 

月) 作業後 15日自の状態で，完成された真珠袋を示すo x 21 

J) 核のき竪函を示すo x 110 

創 作業後 21EI日の状態で，有機質の分泌を示すo x 110 

6) 作業後 25日目の状態で，初期の真珠物質v;分泌を示す。 x110 

7) 作業後 31日目， 8)作業後 40[11=1の状態で真珠物質分泌の変化を示すo x t 10 

Plate JJ. 9)~14) 初冬 (20 0C) に持核作業を行ったものに就いて

制 作業[直後のp!eceの状態を示すo x25 

10j 作業後 6日自の移殖された pICeeの一部状態を示すo x82 

11) 作業後 13日自の状態で，有機貨の分泌を示すo x?5 

12) fr二業後 16EI Iヨの状態で， 13日目のものと比べて大きな変佑はみられない。 x25
13) 作業後 25I司自の状態で，完成された真珠袋と分泌の一部を示すo x25 

14) 作業後 4;:l日目の状態で，真珠袋全体より分泌されている有機質を示すo x 13 

略語

℃ 有機長~ GN 生部在巣組織 MB: piece v;筋肉束 lVIP : piece N:核 EP上皮
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Plate. 1. 
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Plate. 11. 



長珠成因研究の史的概観申

磯 手口 中南 士
口

株式会社日本パール，三兎照的矢

緒 言

私は的矢湾で昭和4年以来今日まで真珠養殖に従事して来た。この間事業のかたわら真珠がどん

な機構で出来るもので為るかと云う問題に就いて興味合もってその原因を考察すると共に色々の実

験をして来た。その結果が従来吾国はもとより外国での研究の成果によっては充分な説明U困難な

場合に出会ってその解決の為に吏に実験と考察とを繰り返し漸く真珠形成に関する諮問題につし、て

概略。二説明を与えることが出来るようになった。尤も尚未解決の問題も少くはないが私のこれまで

の研究成果をまとめて専門家の御批判を仰ぐと共にこの方面の研究に対して参考にしたL、と思って

真珠成因の研究としてこの資料をまとめることにした。主主に発表するのはその一部をなすもので

ある。尚この研究に当り特に外国文献につし、ては林~:rf氏。御教示に負う ffrが多L 、。記して謝意な

表する。

真珠成因研究の史的概観

(1 ) 真珠袋の発見

(2) 真珠袋形成の経路

(3) 真珠袋形成の機構並に吾箇特許に現われた真珠形成法

(イ)見瀬の刺針

(ロ)御木本の真珠素質被着法

(ハ)西川の真珠形成法

(ニ)御木本の真珠素質被清法

(4) 外面上皮の深部結締組織への移動機構

(イ)見瀬の球形真珠形成法

(ロ)大月の球形真珠形成法

真珠成因研究の史的概観

貝塚の発見等によって窺われる古代人類の食生活から推して真珠の発見は非常に歴史の古レもの

であろう。有史以前の人々もその食用とした貝類から美しし、真珠な見つけ装飾として用レたことと

思われる。真珠は他の宝石と違って研磨其の他の人工を加える必要がなく天然のま〉で独自の美し

し、光沢色彩をもつものであるだけに貴重な宝石としてその豪容を誇ったで、あろうことが想像され

る。即ち世界の各地に流布されている真珠についての伝説及物語の多くは之を物語るもので為る。

Reaumur (1717) が『真珠は球形なる貝殻なり』と喝破するに及んで伝説のl!t界から科学の世

不 KusukichiIsowa. Historical view of the pearl forrnation studies. Bull. Natl. Pearl Res 

Lab. 1 : 47-56 1956 

(悶立真珠研究所報告 1: 47-56昭和 31年 9月)
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界へと真珠の開眠が行われたのである。然し乍ら当時は尚真珠の中心をなす核に就レての研究が多

くそれが砂粒であるとか或し、は寄生虫であるとか又は貝の卵であるなどと称して之等が真珠形成の

原因をttすもので為ると主張された。即ち其等が貝休中に侵入するとその刺戟によって貝殻質の分
泌を促し共等生中核として真珠質が同心円状に被着されて真珠が形成されるものであると言うので

ある c そJ)後貝の組織中0:;真珠はf也に音11分と明らかに区別される細胞届に図携されてし、るものであ

ることが発見され之等工:知見が所謂真珠袋説とな勺たのである。

(1)真珠袋の発見

Von Hessling (1856)， Kuchenmeister (185ふ)等によって真珠袋カ、発見された。真珠袋とは外

査院の上皮細胞と同ーの形態を有する細胞が貝休中において真珠を被包してL、る球状に見える組織

で外套膜の上皮細胞は貝殻質を分泌して貝殻主笠成せしめるものであるからこの上皮細胞と非常に

よく似た真珠袋も恐らくそれと同様な機作で、真昧質全分泌して中の真珠を増大せしめるものであろ

うと類推されたc然し此の真珠袋ぶどうして貝イイ:cl'vこ出来て来るのかその原!万経路機作に就いては

尚不明のま〉で、あった。

経路(2) 丈昧袋形成の

Louis Routan (1904i は此(1 ffu:s各を研究して寄生虫の卵心ミ貝殻と外套膜との問に侵入して外套

I 
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第 L関 Boutanの真珠袋形成模型図。
A，異物 B，結締組織 c外套限外商上皮
E，真珠袋。

院の上皮細胞の一部と共に漸次外婆肢の結締組織中

に洗降し遂に外套膜の表面から分離して独立し卵は

宅金なる真珠袋によって被包される様になるのであ

ると説明した。長jJら真珠袋が外套院の上皮細胞に由

来するものであること及ひそれが結続組織中に埋没

独立する経路を示そうとしたものとして興味ある知

見である。之を模式図として示せば第 1図のように

なろう。

u立川!住吉 (1907)は真珠形成の原理は真珠袋を構
成すべき細胞が偶然貝休組織中に入った結果であっ

てこの細胞はその特性として組織ヰにおし、て自ら真

珠袋を作り真珠を形成するものであると説明した。

IiUして真珠袋を構成すべき細胞とは外套膜の上覆細
胞，閉殻筋の上覆細胞及ひ腹足類の足部ι蓋を分泌

する細胞であると附言した。

Rubbel (1f111) は外套膜の上皮細胞が其の細胞

中に含有する『コンキオリン小塊』 被は黄褐色物

質と称、すーと共に， jらる機会に内方組織中に向って

膨出し遂にはそれが結締組織中に陥没しその陥没し

たる細胞がやがてこの物質を核としてその閏りに細

胞増殖をなし以って真珠袋を形成するものであると

説明した。

斯かる諸学者の主張を一々記述する頁数をもたな

し、ので簡単に従来の真珠研究者の主張を要約ナると

大要次のニっとすることが出来るようである。

(イ)内部原因説
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外套膜の貝殻質分泌状態の変化又は或原因による外套膜の病的変化によって上皮細胞の一部が分

離して結締組織中に陥入しそれが原因となって真珠女形成するとなすもので， Rondelet (1554)， 

Anselmus de Boot (1609)， Reaumur (1717)， Rubbel (1911) 等によ勺て主張されたもので

ある。

(ロ)外部原因説

貝殻と外套膜との聞に侵入した具物が或る機会に外套院の上皮細胞の一部と共に結梓組織?に

入り之が原因となって真珠を形成するとなすもの。而して之の異物を貝の卵なりとなすものに，

Christopher Sandius (1674)， Sir Edward Home (1826)等があり，砂粒が核をなすと記載十る

ものに， Hessling (1856)， W Herdman (1903)がある。

尚又この異物を寄生虫なりとなすものに， Von Bear (1830)， Hessling (1856)， Jameson 

(1902)， Herdman (1903)等がありこの種の主張者は相当に多L、。市してこの核となる寄生虫は最

初 Jameson(1902)によって吸虫類と言われたが後に Giard(1903)の研究の結果それは特に変

化した寄生条虫類の頭部 (Scolex)でまらると言はれた。 S巴urat(1906)はこの頭部が海産真珠貝

(Melea-grida) の天然真珠の核となっているのを発見したと報じてL、る。又この条虫の発生過程

は Herdman(1904， 1~05 ， EOE)等によって明らかにされ，寄生虫説は確固たるものとなったと

考えられる様になった。

斯くて Jamesonは真珠形成の原因はジストマ (Distoma)の幼虫に帰すべきものであるから之

を盛んに繁殖せしめて多数の貝に寄生せしめたならば必ず多数の真珠が産出されるであろうと主張

した。 Dubois(1903) も南仏海岸の飴貝の研究からヂストマのー積 Distumummargorztarum 

の幼虫の寄生によって真珠の生ずることを観察しその場所にチユニスのガベス湾の真珠貝を移殖し

胎貝に寄生するヂストマを真珠貝に寄生せしめて真珠の生産を企劃したが成功しなかった。又伊太

利の Combo(1898) にも問様の企主!jがあったが之も成功しなかった様で、ある。吾々はあこや貝に

形成された天然真珠の多くを切片としてその中心につし、て観察したがそれが外来の奥物であると思

はれるものは一つも認められなし、ので為る。又日本産真珠貝(あこや貝) p向ctadamart仰 snを

対象として行った実験では貝殻と外套膜の聞に挿入した異物でそれが核となって珠形の真珠が形成

された事例は一つもなし、。

真珠袋形成の契機に関して従来の研究者が或機会にとか偶然にとか或レは何等かの原因によって

等と謂う言葉はもっと具体的に解明されなければならなし、。仮令真珠を脱灰した場合に砂粒が現わ
喝

れたり或ひは寄生虫の遺骸が現われたりしたところで其を以って直ちに之等の学説が証明されたと

はなすべきでなく其は単に異物が時に真珠形成の誘因となることがあると言うだけのことでありこ

れ以上の推論は許さるべきではあるまし、。何故誘国であり得るかは別に研究さるべきものであるこ

とを銘記すべきである。

以上から明かなように総ての真珠研究者は外禁膜の外面上皮が真珠形成に必要なこと及び或る契

機によってこの上皮細胞が外套膜の結締組織中に侵入して真珠袋を形成し之が真珠質合分泌して真

珠を形成すると言うことに意見が一致しているようで為る。然し事実は果してそうであろうか。こ

れだけでは納得することの出来ないものがあるように思はれてならなし、のである。

(3) 真珠袋形成の機構並に吾国特許に現れた真珠形成法

Alverdes (1913)は河真珠貝の外套院の上皮組織な個々の上皮細胞に分離し共を外套膜の膜緑内

に注入して真珠を形成せしめたとし、う 0

"Die Injektion selbst erfolgte so， dass ich von der einen Mantelhalfte der Epithel-

fetzen mit dem Messer abkratzte und dieselben vermitteles einer feinen Injek-
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tionsspritze in Ringerscher Flussigkeit ;n den Rand der anderen Mantelhalfte 

injizierte. Die Stell巴 derInjektion wurde dann jedesmal durch eine Kerbe auf 

d巳rSchale bezeichn巴t".

Alverdes: Ub巴rPerlen und Perlenbildung， Zeitschrift fur wissenschaftliche 

Zoologie， Bd. 10人 Heft4. P← 624. 

原文のごとく外套院の上皮細胞がメスてずパラパラに揺き落せるだろうか。恐らくそれは不可能で

あってバラバラにされた上皮細胞と思はれたものも工小さi仁上命皮組織片であったのではある立

いか。仮に斯かる方法にJってJ二皮前IIJj日ノくラパラになったとしても共れが結締組織内に注入され

た後に互いに相連絡Lて真珠袋を形成Lfこで;1;)ろうかo Strassen (1903-1906)は組織培養に clっ

て去皮形成の機構を研究した。日[lちバラバラにLi:表皮細胞も組織培養によって活i慢な分裂が見ら

れることが分った。これ等の細胞は始めは無秩序な細胞焦移ß.rG~ るに過ごtr_\， 、が之に他;極組織の細
胞を入れると在来の上皮細胞は柏連絡Lてー闘の排列状態女再現することを実験した。之は在来の

細胞と新入相指との競争現象によって両者が犬々独自の方法で分化Lて各々その機能も発揮する様

になったものと考えられ/':0即ち純粋培養は単に培養休の増殖をもたらすのみであるのに泊合培養

は培養細胞の分化を招来す之)ものであろうと発表した。この実験が間違し、たいものとすれば外套肢

が損傷されて上皮細胞の一部が分離して結締組織内に侵入したとし、う場合も仮定すれば結締組職は

培養基でおると共に上皮細胞と競争する一つの培養休の役目をなし両者が競合の結果侵入車H胞は分

裂増積L損傷によって生じた組織の内面図携を完成し旭町様の袋即ち真珠袋合形成し吏に該制限

の機能分化も之に伴うものとすると上皮組織同様に真珠質を分泌するに至るものと考えられる。

Alverdesの実験主張の可能性が首肯されるのであるの然L Alverdesの実験は組織培養の実験で

はなく実際に生活せる貝休の外委践の結締組織内のバラバラにした上皮細胞を注入しての実験であ

る。従って組織培養の場合の如く注入後の経過状況を'結束mに観察することは不可能で

tJ:.c、。そのことは注射部伎は常に介設のその部伎に相当するところに刻み目合入れてマークしたと
の記述によって推察されるのである。長11t，注入して幾日かの後に実験結果を観察したに過

のではあるまし、か。 もしそうだとすると之を無条件に承認してよいかどうか反省しなければなら

ない。

以上は主主して外国文献による真珠研究者の業績の概観であった。吾国では当時真珠の研究に!学

者の参劃がなかった為文献として見るべきものはなレが企業家によって桁当の研究が行はれた。

其の業績が特許とし、う形でのこされてL、る。これを見ると外国の学者の夫々の業績に相応するもの

或し、はそれ以とと思はれるものがあるのはh興味のある事実である。次にそれ等の考察を進めて見

ょう。

Alverdes (1913)に先だつことお年の 1907に吾が見瀬辰王子に汐の特許がある。

(イ)見瀬の刺針の特許

特許筑 12598号 1907 見瀬辰王子

貝類の外套膜組織内:こ真珠被着用核を挿入する針。

明細書

本発明はj甲車十を搾設せる管車十の先端を斜に殺ぎ切り先端を鋭尖ならしじると問時に針の切口を周囲全部と

共に鋭刃となしたる樋状隣の根部に核を収受すべきイ問所を設けたる貝類の外套模組織内に真珠被蒸用i伎を挿

入すべき針に係り共目的とするところは貝類の外套肢のタト皮細胞の幾分を核に附五寄せしめて結締組織内に送

り込むに適せしむるにあり。別紙図百(第 2図)は*針の裕迭を示す拡大関にしてAは共の裁断lE商閣にし



9月

平叩ー

磯和 夫 331ミJ戎凶研究の史的概観 51 

12 

14 
13 

13 -f.イhEl

10-111 
C 

守干手T
L 

てBは針先0:裁断側首図Cは同上司'L.mf図なり。
押針 (1) を持設せる管針 (2)σ;先織部を給孤tR:に11:'.1曲して斜に殺ぎ切り容易に貝の外套膜内に京Ijし込み得

る校そのう~t;~.~告を鋭利ならしめて樋状の隣 (3) を送り該i府の周縁は凡て鋭利となし又慌の根部には核と収受す
べきイ何処(4'を設け管針 (2) の根撚には管 (l())を螺接し該管内に押通し末端に14ι口 (11)を兵うるj'!fi'干

(12)の円JZに持針 (1) を述接し上端を子11汗 (12)に定着せる総状弾機(l:')を t~;内に限設し共の弾力によっ

て折針([)は常に戻りょらんとする傾向を保たしめ管 (1(;1の頭部には牝出来旋盤 (14)を燥合しそ0:蓋を過し

て粁令 (17) を戻出させ共の炭出在日に螺旋を利し

て誹1!節ヰヒ1係旋 (15)の上院に衡突することによっ

て持針 (1)!Ji徐ii'予を任怠に加減し符ベ〈なす本針

を{史用するには先づ誹J節牝螺旋 (1引を適当に加

減し置き酸化し難き1Hけ樹木仔IJえば金銀等を以って

作れる4政約子到Iちi'iiの-*立を燃の枚音I1に作れる缶百

所 (4)に収受せしめ然る後j;{主主10ヘタト套肢に外皮[Lf

より結締組織内に l訂って開 (3)の:全部を斜に刺

込み押釦 (11)を押せばタ卜皮細胞の一部は斜切口

のおi示リなる f占Ô~~ によって切、]良佐さオしているを1-:，(、てj'lf

針 (1) (7~進むと同日寺に核は切離細胞を押し fl'.い

て結締組織内に送り込まるべし，主主に於てj'ljl釦

(S押力を去り:jtpw十(liを元の位置に戻し同時に関

(3)を抜き取るものとすO 貝類の外さき股組織内に

核を挿入して;とに真珠質を被着せしむるには押入

ぴ:n寺タト皮細胞の幾分を紘一に作はしむること最も必

袋なり。

尚して本発i円(!~針は之を行ふに漉し茶の構造簡

単にしてむ使に使用し得るを以て人工真珠形成上

の操業に頗る有益なり。

特許諾求筑間

本主主?に記主主せし如く貝類の外套HJJl;組織内に主主株

主皮着用核を挿入する針に於て管針の先端部を斜に

殺ぎ切り先端を鋭利ならしめ且つ斜切仁Jの周縁全

部を鋭JJとなしたる隣の根郊に核を収受すべき笛

所を設け内部には持主十を持設したる構造。古今 2 T羽

特許を通じてのこの考察に関する限り見瀬氏のこの特許は人工を以てする真円真珠形成の先駆を

ものであって特許文中の

貝類の外套Jj吏組織内に核を挿入して之に真珠質を被着せしむるには挿入の[l寺外皮細胞の幾分を核

に伴はしむること最も必要なり

の一勾は真珠養植研究に関する歴史の金字躍として長く記憶さるべきであろうっ特許全文を掲げ敬

意を表しておきたい。

(ロ)御木本の真珠素質被着法

特許第 17986号 1910，(4月291=1) 手|休本幸

真珠素質被着法

本:発明は真珠貝又はf也の貝殻に細小の注射器を用いて注射し得ベき液体:状態に於ける物質例えば水銀の如

きものをタト套膜の組織内に注入して之に真珠素質を分泌被着せしめて円形真珠を形成せしむろにある。
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特許第 23687号 1913 

悶立~ Mミ五Jf報告

御木ヱド:幸吉

真珠素質被着法

昭和 31年

コド発明は特許第一七九九六号の追加にして前特許の液体状態に於て核となるべき資料を注入する代りに水

硬物質例えば水硬セメント斎くは之と均等の資料を粉末状態に於て只の外套膜の組織内にゆ「入し内部に於て

凝固せしめ真珠素質を分泌被着せしめ而して真珠を得るにあり。

以上が其発明の性質及目的の要領である。この二つの特許は前述来の知見に対してとんな関係に

たつだろうか，即ちこの場合真珠袋の根元となる真珠質分泌細胞は何処に之宏求めるべきだろう

かp この点この特許の成果に就ーいて特に関心を持つのである。然し吾々の常識よりすれば水銀は猛

烈な細胞毒とされて来た。然るに之を核として真珠素質な被7tJせしめんとする。之が果して可能な
ことであろうか。叉水硬セメントとは如何なるものを言うのであろうか。果してそれで真珠を形成

せしめ得たであろうか。当時御木本養殖場にあって此の仕事に関与した某氏は水銀の注入では1ftJれ

もその部分の組織が壌死して澗れし落ちて行って目的考巣さなかったと。それで外袋!民の緑1主主f内側

に反し外色iこと皮から横に結締組織内に穿孔しそこに ]mm程/支の/1¥核を挿入したこと。又穿孔を

外面上皮から行ふたのは Jじれが内面上皮から行うより容易な~主であったこと。その結果は 03%

位の程度で、はあったが兎に角真珠が形成されたこと等を話してくれた。然し水硬セメントの件に就

いては何も知らなし、とのことであった。仮令 0.3%の低率とは謂え主主に形成された真珠は如何なる

原因によるものであろうか。この質問に対して更に氏は其れは穿孔及び挿核の際上皮細胞が諜ぎ取

られて核に同伴し之が真珠袋を作るのではあるまいか。その証拠に技術の下手な者程幾らかパーセ

ンテージが良かった様に思う左附言された。即ち技術の下手な者程穿孔も挿核も共にスムーズに運

ぱなし、為に上皮細胞が採ぎ取られて核に同伴する機会が多いから真珠形成v:機会も亦多L、と言うの

である。一応の見解ではあるが私には尚疑問が残るのである。

従来の真珠形成に関する知見よりすれば以上の事実に対してこの考察は決して無理で、はあるま

い。然し小核の代りに元来不潔な具物を挿入した場合その結果はどうなったであろうか。真珠形成

の可能性は或ひは更に増加してし、たかも知れないことは尚後輩で詳にしたし、正この方法は実際問題

として企業とはならないでやがて核を挿入する際核と共に外套膜の一切片を挿入する方法に変った

のである。

その後 1919~特許第 34138 号が特許されるに及びこの特許方法を大王式と称し之に対して先の

外套膜の結締組織内へ挿核する方法を明治式と呼んだとは当時御!木本真珠養殖場に在って之等の作

業に関与した某氏の説明である。更に大正式は金冠式と呼ばれる様になったが之は西川氏の特許真

珠形成法が一分式と呼ばれるのに対してのことであろう。

見瀬の刺針の特計二と謂し、 Alverdesの実験と謂し、之等は等しく真珠分必細胞を外套膜の結締組織

内に挿入し以て其の部位に真珠を形成せしめんとする研究であった。その頃御木本真珠養殖場の桑

原乙吉氏及び西川藤吉氏なとも以上の人々と同じアイデアを持って研究に精進して居た。

桑原氏が生前私に語ったところでは見瀬，関川 p 桑原の三人は同じ墳に同じ様な方法の研究を

して居った。この聞に甲乙があったとは思はれなレとのことで、あったc 然しこれ等の人々には大き

な過誤が有つ士。それは始め小さな核を挿入しでもその貝の放養手数が三年四年と経過すればこの

間真珠は次第に大きくなるものとの期待がそれであった。見瀬氏の例に見ると始め 0.5mm 位の

銀粒を特許第 12598号ろ刺針によって外套膜の結締組織内に挿入した最初の一年では1.5mm 前

後の大きさになった。こわば少くとも核の三倍の大きさでJ:，る。この調子で大きくなれば四，五年
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も養殖すれば結当の大きさになるものと期待した。然し結果は期待に反して二年三年と経過しても

その大きさは最初の年の大きさより何程も大きくはならなかった。この事実は研究老に大きな失望

を与えたが一面叉大きなrr珠の生産には大きな核の使用が必要なこと及びこの為には核の挿入部位
を変えなければならなL、であろうことを教えた。斯くて貝の内臓部への挿核に向って研究がす 〉め

られたのであった。これが明治末期から大正の初期へかけての動向である。第3図は 1908年厚治

41年，大村湾水産養殖部に於て刺針の方法によって見瀬氏らの生産した養殖真珠の断面である。

中心をなす核は銀粒である。

• 

ーー〉

(ハ)西川氏の真珠形成法(一分式)

特許・第 129g68-号 1916 
ユ96)_~ 

第 3 図

西川点吉

真珠形成法

本発明は天然に於てn:e長の生ずる一原因はrU31ミ袋を僻成すべき細胞が偶然貝体の組織中に入りたる結果に
して，この細胞は共の特位として組織中に於て自 ら:n:F:l<袋を形成し而して貝滋賀を分泌す。之れ兵珠なりと

;宵ふ原理に基き之を利用して生活せる母只を以て刀等の遜当な器践を周ひn珠袋を構成すべき細胞例えば外
套朕外面の一部の上額約i胞をと り之を邦人事十を備うる注射器に類似する装置25の適当なるw械によって其貝
叉は他の貝体の組織中に挿入す る。核細胞はn珠袋を形造りiiI百~m珠質を分泌し絞を被包して J~珠を形成せ

しむるにあり。

特許第 30771号 1917 西川 n吉
点珠形成法

本発明は生活せる只体よりn珠袋を構成すべき細胞及び之に接続せる組織を含める貝休のー片を切り取り
之と共に適当なる核又は核を用いず して之をユ1;貝又は他の貝の組織中に押入してJ~:F:I<を形成せしむるにあり。

天然真珠形成の原理が阿川氏の言う ような単純なものでないことが実証される今日に於てはこの
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方法μ単なる組織の移植と見るヘきであって決Aして四川氏の言う如く天然真珠形成の原理によって

指導されたものではなレ。

ヌ卒、特許，~7'況が明治 38年 (190S)で特許されたのが大正5年 (1916) である。 これは当時の特

許法の故でもあるがトラブ jしのあった事も事実である。然しその伎今日の養殖方法にーと1発展する

、たものとして絶讃に11tliするものであるc

(ニ)街l木本の会冠式

3:~640 号 1919 制i木本

真珠素質被元17法

τ士
仁二r

ユ十三 jßlifJi上 J~~J末素質分泌出n胞組織の皮膜を以て杉を被包[共の口を絹糸にて給したるま￥他の母介のき'<)支を

{おつけそのF!日に外科子f将校に圧煎し筋肉のLfY数作月?を起して紡索条を除去し再び海中に放議して真珠素質

を彼治せしむろにあり。

判許第 84138号 1919 御71'-本:

真珠素質t1互支f法

せ三
仁I

シ作発IJfJ;土特許第 33640号の迫力日に係り圧着後に結去と条を除去する代りに圧着前に之を行ふo L~~ ち生活せる

真珠只を閉口してタト套挟を以って蓋したる内組織全体を露出せしめその表面適当の位処に核を置きそに外套

棋を折 1)~互 いて般をタト套挨表皮と密着せしめて被包したる後糸又は他の資料を以てその口を結寄与し剰余に部

分を努会_{_疋に他のなよ1を取り関口してその表災に地汁の裂1認を施し先に被包せG核の結ゑJ部を努断Lて其

に結焚先を除去したるらにをその裂傷に庄着して真珠を形成せしむるにあり。

あ」や貝な極j正に衰弱せしむるときは外套!践に蓄積せるグリコーゲン(にL消耗しすべての組織も亦

恒せ京IHっと外姿jgさは透J即こして強靭/正薄し、也のとなるc この事実はハンカソープにて控を包むが<<1:1

く外套肢にて核を被包することな容易にするのである。

この特許は斯岐にして人工的に真珠袋を作り之を貝休中に挿入するものであって問川式特許と

る点は外套膜の一切片を使用する代りに核を外套映で全巻する/，~~である。従って閥 JI[式との相違は

使用する外套映組織片の量的差異のみと謂うも過言ではなく敢て金冠することの利点を知らなL、。

この)j法は核を全巻する必要上大なる組織Ji''a:所要するだけにその組織の均ーを保し難く従って

真珠母分泌の均ーも保し難き点及び貝の不経済並に作業能率の低劣等の理由により既に歴史的た方

法と言うべきであろう。

(4) 外面上皮の深部結締組織内への移動機構

真珠袋が外套膜のタト面上皮より由来すると謂ふ事及び貝休組織内に挿入した外面と皮細胞が真珠

袋イじする経過の大変ーは既に之を明らZJぺこした。然しこの外審院ーの外面と皮が自然状態に於て如何に

して深部結締組織内に移動するか之に関し Zawarzin1925は細長いセロイデン管念日台貝の外套践

の肥厚結締組織内に挿入し其れによって生ずる変化を研究した。それによるとセロイデン管の侵入

によって附近の表皮は異状な刺戟合受け基底牒は損傷されたり又は全く破壊され共を修復する為に

去皮は増殖して傷管内に湾入する， この場合刺戟をもたらす異物;テ外套限内に残存しょうが或し、は

放出されてし、ょうが共れには無関係に異物より受けた刺戟は異物の貫通した芸一皮或しは巷底膜に残

存すると説明した。之は真珠長の外套艇に損傷~:与えた場合に~'f"当するものであってこのことは刺

戟をもたらす異物が1必ずしも将来真珠袋となるもののcf:.に存在しなければならぬと言ふ訳のもので
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はなL、こと左証するものであってこの実験で無核真昧の成田も理解されると説明した。然し来して

斯くの如き外套院の傷管長[jち一つの穿孔によって真珠の形成か可能で、あろうかの

Zawarzinに先丈つこと 5年或し、i二3年の 1920''1'及ひ 1922"J三に吾闘にふの特許があるc

特許Zi!~ 37746号 1920 

誘導法

見瀬辰平外3名

球形真珠形成法

本発明は生只の内臓と外禁U1i[O)述着部より外套践のタトi支に向い数イ聞の毛細孔をffり然る後核を毛細孔に援

して共の述着部に邦人し放護して球形真珠を形成せしむ。斯くするときは予め作成せる毛細主しのために核に

向って夕、套股上議細胞を分裂輪導するの作用を促し以て迅速に核の周回に独j'((I;真珠袋を形成せLむるに

至る。

特許第 433')2号 ¥922 大!二1 菊男

球形真珠形成法

本発明は真珠貝の足t5~附近に肉組織内に核を挿入し然る後核に接触して線状物例えば銀m泉又はイ也 rJ;金属*/~

若くは非金属休を拝入し共の先端を内践に援議せる外套II長U己表面層の内部にi圭せしめ之をト数日間海中に鮒

育し後総状物を抜き去る時は線状物の京u戟により之をイえいJ伎の上に真1当袋を構成して主主主朱を形成せしむ。

以上:Jtの発明の要領を見る如く之等の方法改外套牒の外回表皮細胞を，外套膜の結締組織を越え
て更に内部まで誘導せんとするものであって共の着却は興味あるものであるが実際にはこの毛細孔

は甚だ容易に治癒するものであってこの点を数個以上の毛細孔とし或いは十数日の長きに亘って線

状物を挿入し毛細干しの保存を計らλノとする点なとこの考案の苦労が窺行れるのであるe 然し其rrと)
方法により真珠女形成せんとすることはま見夜の真珠形成の知見よりして更に吟味を要するもので

あろう。

要 約

真珠の研究は十六世紀の中頃から世界の諸学者によって行われた。当時~I;t真珠の中心をなす核に

就いての研究が多くこれが凡そこ百年も続し、たG 1856年真珠袋が発見されてから真珠の成因

珠袋の成因を明にすることによって果されるであろうことカ川:_rかになった。従ってこの真珠袋が如

何にして形成されるかに研究が向けられたが之に対する適確な説明は与えられなかったが外套膜の

外面上皮に由来するものであろうとの見解に一致してL、る。吾国の真珠研究者も同じ横な見解のも

とに外套膜の外面上皮を貝体の組織内に入れてこれによって真珠を形成せしめようとして種々の考

案が行はれたがこの方法が植皮即ち真珠母分泌器官の移植とし、う事実として成功したのであるハ然

し之はあく迄も植皮の成功でdらってア7然真珠の形成と同ーのケースとは考えられなし、。即ち真珠袋

は必ずしも外套膜の上皮細胞によってのみ由来するものではなく従って天然真珠の形成に&工必ずし

も外套膜の上皮細胞を必要としなし、のではなし、かとの見解を以てアコヤ貝 (Pinctadamartω5川

合対象として種々の考察と実験とを繰返し之を実証づ、ることが出来たc このことはアコヤ民の随所

に天然真珠を形成せしめることが可能でふると言うことでもふる。この事は又の機会に稿た改めて

発表したL、。
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真珠養殖事業法が昭和 27 年 3 月 にffjl!定されて ， 行政施策面と科学研究函との緊結な連繋の下~こ新主主

の発展が企図され， 研究部門の実施体として当;~r究所が昭和 30 年 6 月に開設された。従って当研究所の

目的は真珠に関する基礎的な諸研究と E これを丞とした生産技術の改良及び真珠の品質管理の研究，更

に社会経済的の研究生事広い分野にわたってゐる。研究開始以来未だ日が浅いので，すべての研究が絡に

ついたにすぎないが，今回は比較的業界に関係の深いと忠はれる若干の問題について研究の過程を発表

する事とした。

なほ当所員以外のものによる論説も原文のま、掲載しであるが，今後も出来るだけ多く基礎的或は

応用的研究の成果を掲載して， 各位の御討議を載いて新主主の振興に資したいと考えてゐる。

なほ今回の発刊に当つては全国真珠養殖?漁業協同組合より多大の街i支援を裁いた。まれこ厚く感設の

窓を表する。

昭和 31年9月

がえま

夫活l心τさf
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